
第26回神奈川県遣跡調査．研究発表会

発表蓉 旨

日程2002年11月24日 （日）

場所横須賀市文化会館

神奈川県考古学会

横須賀考古学会
横須賀市教育委員会

神奈川県教育委員会
逗子市教育委員会

葉山町教育委員会
三浦市教育委員会
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開催日程
2002年11月24日（日）

横須賀市文化会館

9:40～9:45 開会挨拶

〔調査発表〕

上士棚南遺跡

佐島の丘遺跡群

比奈窪中屋敷横穴墓群

宮山中里遺跡

綾瀬市

横須賀市

中井町

寒川町

9:45～10:10

10:15～10:40

10:45～ll:10

ll:15～ll:40

12:45～12:45昼休み

〔記念講演〕

12:45～13:45

「赤星直忠一偲ばれる研究者の姿正」横須賀考古学会会長川上久夫先生

〔調査発表〕

延命寺遺跡

国指定史跡旧相模川橋脚

史跡称名寺境内旧伽藍跡

津久井城跡

小田原城三の丸杉浦平太夫邸跡

小田原城総構伝肇寺西第1地点

逗子市

茅ヶ崎市

横浜市

津久井町

小田原市

小田原市

閉会挨拶

13:45～14:10

14:15～14:40

14:45～15:10

15:15～15:40

15:45～16:10

16:15～16:40

16:45～16:50

〔誌上発表〕

1．横須賀市猿島遺跡

2．秦野市稲荷木遣跡

〔図書交換会〕

10:00～15:00横須賀市自然・人文博物館講堂(1階）

（神奈川県考古学会刊行書籍を取り扱っています｡)

表紙：横須賀市佐島の丘遺跡群高原遺跡出土土器
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〔記念講演〕横須賀考古学会会長川上久夫先生

「赤星直忠一偲ばれる研究者の姿正一」 ‐------------------1

〔調査発表〕

①綾瀬市上士棚南遺跡

②横須賀市佐島の丘遺跡群

③中井町比奈窪中屋敷横穴墓群

④寒川町宮山中里遺跡

⑤逗子市延命寺遺跡

⑥茅ヶ崎市国指定史跡旧相模川橋脚

⑦横浜市史跡称名寺|日境内旧伽藍跡

⑧津久井町津久井城跡

⑨小田原市小田原城三の丸杉浦平太夫邸跡

⑩小田原市小田原城総構伝肇寺西第1地点

〔誌上発表〕

⑪横須賀市猿島遺跡

⑫秦野市稲荷木遣跡
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記念講演赤星直忠一偲ばれる研究者の姿正一

横須賀考古学会会長川上久夫先生

赤星直忠（あかぽしなおただ）

1902 (明治35)年神奈川県生まれ、 1991 (平成3)年没。

戦前はいくつかの小学校教員・鉄道車両興業組合などに職をもち、戦後は横須賀市立工高講師・横
浜国大講師・神奈川県立博物館嘱託などを勤める。旧制中学在学中から活発な研究活動を行い、大正
から昭和10年代の「考古学雑誌」には常連執筆者といって良いほど多くの報告・論文を発表した。
三浦半島の横穴研究で第一人者としての業績を残したが、縄文時代についても、三戸・田戸・茅山
・吉井・平根山遺跡など、特に関東地方の標識遺跡を多く世に出し、研究の進展に貢献した。

（縄文時代研究辞典より）

赤星直忠発表文献一覧
赤星先生の三浦半島内における考古学関係文献を可能な限り記載した。

論文名． 所収書名， 巻（号） ：頁一頁． 発行者
相模大浜の横穴．民族と歴史， 7(3) ：63-67． 日本学術普及会．
貝塚より古銭を発掘す．考古学雑誌, 14(1) :61-62.考古学会．
馬らしき陰刻ある横穴．考古学雑誌, 14(11) :59-60．考古学会．
鴨居洞穴の発掘．考古学雑誌, 14(12) :37-41.考古学会．
其後の鴨居洞穴の発見遺物．考古学雑誌, 14(13) :49-50．考古学会．
相州浦賀町鴨居の洞穴．考古学雑誌, 14(13) :50-52.考古学会．
神奈川縣の遺蹟一、二．考古学雑誌, 15(1) :60-61.考古学会． 坂本秋谷
在銘の石塔．考古学雑誌， 15(2) ：42-45．考古学会．
考古三事．考古学雑誌, 15(4) :38-39.考古学会．
相州鴨居の横穴（1）．考古学雑誌， 15(8) ：26-33．考古学会．
相州鴨居の横穴（2）．考古学雑誌, 15(9) :59-67.考古学会．
相州鴨居の横穴（3）．考古学雑誌, 15(11) :67-76.考古学会．
相模国新遺跡三箇処．考古学雑誌. 16(3) :63-64.考古学会．
逗子町の横穴．考古学雑誌． 16(4) ：32-38．考古学会．
骨製品を発見す．考古学雑誌, 17(1) :57-60．考古学会．
三浦記(一)．考古学雑誌, 17(4) :49-51.考古学会．
宗元寺の古瓦．考古学雑誌, 17(5) :55-58.考古学会．
三浦記(二)．考古学雑誌， 17(8) ： 71-72．考古学会．
三浦記(三)．考古学雑誌, 17(10) : 54-56.考古学会．
三浦記(四)、考古学雑誌, 18(4) :47-49.考古学会．
相模馬堀横穴．考古学雑誌, 18(9) :56-62．考古学会．
最近発見相模の遺跡．考古学雑誌， 18(10） ：59-60．考古学会．
相模佐島横穴．考古学雑誌， 19(2) ：54-59．考古学会．
神奈川県田浦町榎台遺跡．考古学雑誌, 19(9) :31=34.考古学会．
相模三戸遺跡．考古学雑誌19(11) :37-41.考古学会．
三浦半島の横穴．考古學， 1(2) ： 39-45．東京考古學會．
相模白須遺跡．考古学雑誌20(11) :63-69.考古学会．
茅山貝塚と其の土器．史前学雑誌， 2(6) ：22-32．史前学会．
三浦半島に於ける彌生式遺蹟の分布．考古學， 1(5,6合併） ：75-79．東京考古學會．
考古二件．考古学雑誌21(2) : 77-80.考古学会．
相模地方の遺蹟と遺物．史前学雑誌， 5(2) ：38-43．史前学会．
三浦郡浦賀町鴨居烏ケ崎横穴群．神奈川県史蹟名勝天然紀念物調査報告書, (1) : 15-24.
神奈川県．
相模江戸坂貝塚出土の土器資料．史前学雑誌, 5(3) : 51-52.史前学会．
矢倉内壁の彫刻について．考古学雑誌, 24(3) : 1-10.考古学会． 岩浦菊名
浦賀町吉井横穴．考古学雑誌， 24(5) ：43-48．考古学会．
縄紋式土器の一形式，東京人類学会創立五十年記念講演会記事．人類学雑誌， 49(6) ：224
225．東京人類学会．
名越谷戸から長勝寺へ．鎌倉, (1).鎌倉文化研究会．
坂本横穴、柏木田・高山横穴、佐野横穴、石渡氏邸内横穴(鎌倉史跡めぐり会記録21回),
鎌倉．鎌倉文化研究会． （再掲: 1972. 8.20赤星直忠第二十一回（横須賀市史跡見学).
鎌倉一史蹟めぐり会記録一：54－57．鎌倉文化研究会. ）
縄紋式土器の一形式（田戸式土器)．歴史と郷士， 3(2)．神奈川県中等学校歴史研究会．
相模宗元寺趾．神奈川県史蹟名勝天然紀念物調査報告, (3) : 104-128.神奈川県．
横須賀市田戸先史時代遺蹟調査．史前学雑誌, 7(6) : 1-30. 史前学会．
古式土器の一形式としての三戸式土器に就いて．考古學， 7(9) ：385-397．東京考古學會
茅山貝塚及吉井貝塚．史跡名勝天然紀念物調査報告書, (5) : 1-22.神奈川県．
再び茅山貝塚について． 史前学雑誌， 9(2) ：40-44．史前学会．
神奈川県三浦郡吉井貝塚調査．史前学雑誌, 9(6) : 1-39.史前学会．
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赤星直忠横須賀市なはま横穴群（第二次調査） ．横須賀市博物館研究報告(人文科学)， （5） ： 22-33．
横須賀市博物館．

赤星直忠 「永蛭郷」についての考え．横須賀市博物館研究報告(人文科学)， （5） ： 34-36．横須賀市博
物館．

赤星直忠横須賀市吉井城山第一貝塚調査概報(一).横須賀市博物館研究報告(人文科学)， （6） ： 1-22,
図版2．横須賀市博物館．

赤星直忠横須賀市吉井城山第一貝塚の石器(一)．横須賀市博物館研究報告(人文科学)， （6） ：45-56．
横須賀市博物館

赤星直忠横須賀市吉井城山第一貝塚の丹について．横須賀市博物館研究報告(人文科学)， （6） ：69－7
5．横須賀市博物館

赤星直忠神奈川県の梵鐘(二)．神奈川県文化財調査報告， （27） ：20-24．神奈川県教育委員会．
赤星直忠神奈川県の古鰐口(二) ．神奈jl l県文化財調査報告, (27) :25-29.神奈川県教育委員会．
赤星直忠神奈川県の石灯籠．神奈川県文化財調査報告， （27） ：42-52．神奈川県教育委員会．
赤星直忠考古調査略報神奈川県文化財調査報告, (27) : 101-112.神奈川県教育委員会．
赤星直忠神奈川県三浦市向ケ崎古墳． 日本考古学年報, (11,昭和33年度) : 115. 日本考古学協会．
赤星直忠神奈川県横須賀市長浜横穴群． 日本考古学年報, (11,昭和33年度) : 117. 日本考古学協会．
赤星直忠．岡本勇・神沢勇一横須賀市吉井貝塚.日本考古学協会第28回総会研究発表要旨: 12-13.

日本考古学協会．
赤星直忠・岡本勇神奈川県三浦市大浦山洞穴の調査洞穴遺跡調査会会報， （2） ：67． 日本洞穴遺

跡調査会．
赤星直忠延命寺の伏鉦．鎌倉, (7) : 16-18.鎌倉文化研究会．
赤星直忠横穴の伝播．新国学, (1) :3-12.國學院大學院友振興学術会．
赤星直忠浦賀東福寺の奉納額．かながわ文化財, (30) : 1-5.神奈川県文化財協会．
赤星直忠横須賀市吉井城山第一貝塚調査概報(二).横須賀市博物館研究報告(人文科学), (7) : 1-15,

図版l.横須賀市博物館．
赤星直忠横須賀市吉井城山第一貝塚の石器(二)．横須賀市博物館研究報告(人文科学), (7) : 35-41.

横須賀市博物館．
赤星直忠横須賀市吉井城山第一貝塚の丹塗土器について．横須賀市博物館研究報告(人文科学)， （7）

：54-59．横須賀市博物館．
赤星直忠横須賀市吉井城山貝塚人の持っていた顔料．横須賀市博物館研究報告(人文科学)， （7） ：59

－60， 図版l.横須賀市博物館．
赤星直忠・岡本勇茅山貝塚（ 「横須賀市博物館研究報告」第1号)，研究論文抄録日本考古学年

報, (10,昭和32年度) : 34-36. 日本考古学協会．
赤星直忠神奈川県三浦郡馬の背山遺跡． 日本考古学年報, (10,昭和32年度) :88. 日本考古学協会．
赤星直忠神奈川県横須賀市こんぴら山古墳並横穴群． 日本考古学年報, (10,昭和32年度) : 125. 日

本考古学協会．
赤星直忠横穴式古墳と横穴． 日本歴史, (180) : 73-74.吉川弘文館
赤星直忠神奈jl l県大浦山洞穴第三次調査概報．洞穴遺跡調査会会報. (13) : 3-7. 日本洞穴遺跡調査

会．
赤星直忠大浦山洞穴調査概報洞穴遺跡調査会会報， (8)． 日本洞穴遺跡調査会．
赤星直忠神奈川県三浦郡蛭田古墳． 日本考古学年報， （6，昭和28年度） ：87-88． 日本考古学協会．
赤星直忠神奈川県逗子市山野根横穴群． 日本考古学年報， （6，昭和28年度） ：89-90． 日本考古学協

会．

赤星直忠三浦市大浦山洞窟第3次調査概報横須賀考古学会年報， (8)．横須賀考古学会．
赤星直忠神奈川県三浦市南下浦町大浦山洞窟調査概報.横須賀考古学会年報， (8)．横須賀考古学会．
赤星直忠神奈川県横須賀市長浜遺跡． 日本考古学年報, (12,昭和34年度) : 111-112. 日本考古学協

会．

赤星直忠神奈川県の古鰐口(三)．神奈川県文化財調査報告, (28) : 19-24.神奈川県教育委員会．
赤星直忠神奈jl l県の梵鐘(三)．神奈川県文化財調査報告， （28） ：25-30．神奈川県教育委員会．
赤星直忠神奈川県の石灯籠(追加)．神奈川県文化財調査報告， （28） ：35-36．神奈川県教育委員会．
赤星直忠横須賀市平作町無名塚調査概報．横須賀考古学会年報， (9)．横須賀考古学会．
赤星直忠茅山貝塚．神奈川県の文化財， （5） ：33．神奈川県教育庁社会教育課．
赤星直忠神奈川県横須賀市吉井貝塚． 日本考古学年報， （13,昭和35年度) : 111-112. 日本考古学協

会．

赤星直忠浦賀城跡の概要．横須賀考古学会年報, (10).横須賀考古学会．
赤星直忠横須賀市池上町堂山の尖頭器様資料．横須賀考古学会年報, (10).横須賀考古学会．
赤星直忠横須賀市池上町堂山のブレイド資料．横須賀考古学会年報, (10).横須賀考古学会．
赤星直忠たたら浜横穴群概要．三浦古文化, (1) : 18-21.三浦古文化研究会．
赤星直忠横須賀市堂山遺跡．横須賀考古学会年報, (11).横須賀考古学会．
赤星直忠横須賀市武小字大作出土品．横須賀考古学会年報, (11).横須賀考古学会．
赤星直忠横須賀市烏ケ崎横穴群．横須賀考古学会年報, (12) : 1-4.横須賀考古学会．
赤星直忠葉山町出士の丸木舟．横須賀考古学会年報, (12) : 5-6.横須賀考古学会．
赤星直忠三浦半島の洞穴遺跡． 日本の洞穴遺跡．平凡社．
赤星直忠神奈川県三浦市大浦山洞穴． 日本考古学年報, (15,昭和37年度) : 129-130. 日本考古学協

会．

赤星直忠大浦山洞穴の概要．三浦古文化， （2） ： 72-76．三浦古文化研究会．
赤星直忠三浦海岸駅の周辺．三浦古文化， （2） ： 77-80．三浦古文化研究会．
赤星直忠神奈川県三浦市大浦山洞窟． 日本考古学年報（16,昭和38年度) : 112. 日本考古学協会．
赤星直忠神奈川県横須賀市無名塚． 日本考古学年報(17,昭和39年度) : 189-190. 日本考古学協会．
赤星直忠 ｜日要塞地帯内での遺跡調査．神奈川県立博物館だより， 2(1) ：6．神奈川県立博物館．
赤星直忠小矢部城跡，鳥羽正雄博士古稀記念論文集日本城郭論叢．
赤星直忠穴の考古学： 1-228．学生社
赤星直忠横須賀市浦賀城跡報告（1） ．神奈川県文化財調査報告, (32) : 1-11.神奈川県教育委会．
赤星直忠神武寺親王やぐら，考古．逗子市文化財調査報告書, (1,神武寺) : 59-60.逗子市教育委

員会．

赤星直忠神武寺庫裡後方の宝筐印塔，考古．逗子市文化財調査報告書， （1，神武寺） ：60．逗子市教
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育委員会．
赤星直忠神武寺みろく窟，考古．逗子市文化財調査報告書, (1,神武寺) :60-68.逗子市教育委員

会．
赤星直忠神武寺こんぴら山やぐら群、考古．逗子市文化財調査報告書, (1,神武寺) :68-76．逗子

市教育委員会．
赤星直忠神武寺の古位牌、考古．逗子市文化財調査報告書, (1,神武寺) : 76-77.逗子市教育委員

／今
云・

赤星直忠雲形位牌の編年試案，考古．逗子市文化財調査報告書, (1,神武寺) : 77-85.逗子市教育
委員会．

赤星直忠神奈川県横須賀市堂山遺跡． 日本考古学年報(18,昭和40年度) : 105. 日本考古学協会．
赤星直忠神奈川県における横穴古墳の線刻壁画．考古学ジャーナル， （48） ： 2－5． ニューサイエンス

社．
赤星直忠向ケ崎古墳埴輪馬．かながわ文化財， （59．60合併） ： 37．神奈川県文化財協会．
赤星直忠雨崎洞穴調査概報．横須賀考古学会年報(13･ 14合併).横須賀考古学会．
赤星直忠浦賀城跡．横須賀考古学会年報. (13･ 14合併).横須賀考古学会．
赤星直忠三浦半島の古代人と伊豆．三浦古文化， （9） ： 1-7．三浦古文化研究会．
赤星直忠逗子の古代遺跡（一） ，考古．逗子市文化財調査報告書， （2，沼間・池子) :60-61.逗子

市教育委員会．
赤星直忠沼間桐ヶ谷氏先祖やぐら横穴調査概報，考古．逗子市文化財調査報告書， （2，沼間・池子）

：62-69．逗子市教育委員会．
赤星直忠沼間堀の内横穴群，考古．逗子市文化財調査報告書， （2，沼間・池子) : 70-71.逗子市教

育委員会．
赤星直忠沼間「堀の内」について，考古．逗子市文化財調査報告書， （2，沼間・池子） ： 72-75．逗

子市教育委員会．
赤星直忠石渡庸夫方の古位牌，考古．逗子市文化財調査報告書， （2，沼間・池子） ： 76-77．逗子市

教育委員会．
赤星直忠東昌寺石像塔婆建築物．逗子市文化財調査報告書， （2，沼間・池子） ： 79-80．逗子市教

育委員会．
赤星直忠海宝院応永十年銅鐘，工芸品．逗子市文化財調査報告書， （2，沼間・池子)82-84．逗子市

教育委員会．
赤星直忠名越切通，考古．逗子市文化財調査報告書， （3， 山の根・久木) :61-68.逗子市教育委員

会．
赤星直忠岩殿山裏山の遺構，考古．逗子市文化財調査報告書（3， 山の根・久木） ：69．逗子市教育

委員会．
赤星直忠逗子駅裏山横穴群，考古．逗子市文化財調査報告書， （3， 山の根・久木) : 70-71.逗子市

教育委員会．
赤星直忠山野根切崩山腹発見横穴群，考古．逗子市文化財調査報告書（3， 山の根・久木） ： 72-74．

逗子市教育委員会．
赤星直忠山野根本田光氏裏山横穴群，考古．逗子市文化財調査報告書， （3， 山の根・久木） ： 75-77．

逗子市教育委員会．
赤星直忠山野根本田庄作氏裏山横穴群，考古．逗子市文化財調査報告書， （3， 山の根・久木） ： 78－8

2．逗子市教育委員会．
赤星直忠山野根谷奥横穴群，考古．逗子市文化財調査報告書， （3， 山の根・久木） ：83-85．逗子市

教育委員会．
赤星直忠山野根熊野神社境内横穴群，考古．逗子市文化財調査報告書（3， 山の根・久木） ：86-88．

逗子市教育 委員会．
赤星直忠山野根居合口横穴群，考古．逗子市文化財調査報告書， （3， 山の根・久木） ：89-90．逗子

市教育委員会．
赤星直忠山野根仲の谷横穴群，考古．逗子市文化財調査報告書， （3， 山の根・久木) :91.逗子市教

育委員会．
赤星直忠山野根土師遺跡，考古．逗子市文化財調査報告書， （3， 山の根・久木） ：92．逗子市教育委

員会．
赤星直忠久木小山氏裏山横穴群，考古．逗子市文化財調査報告書， （3， 山の根・久木） ：93．逗子市

教育委員会．
赤星直忠久木岩殿寺横穴，考古．逗子市文化財調査報告書， （3， 山の根・久木） ：94-95．逗子市教

育委員会．
赤星直忠久木岩殿寺蛇やぐら横穴．考古．逗子市文化財調査報告書， （3， 山の根・久木） ：96．逗子

市教育委員 会．
赤星直忠久木お猿畠やぐら群，考古．逗子市文化財調査報告書， （3， 山の根・久木） ： 97-98．逗子

市教育委員会．
赤星直忠久木松岡氏裏やぐら群，考古．逗子市文化財調査報告書， （3， 山の根・久木） ：99．逗子市

教育委員会．
赤星直忠久木岩殿寺の石造塔婆，建造物．逗子市文化財調査報告書， （3， 山の根・久木) : 101-102.

逗子市教育委員会．
赤星直忠久木妙光寺の石造塔婆建造物．逗子市文化財調査報告書， （3， 山の根・久木) : 103-104.

逗子市教育委員会．
赤星直忠逗子市お猿畠大切岸について．神奈川県文化財調査報告, (34) :8-16.神奈川県教育委員

会．
赤星直忠神奈川県三浦市雨崎洞穴調査概報． 日本考古学年報（20,昭和42年度) : 129-130. 日本考

古学協会．
赤星直忠逗子市沼間横穴調査概報．横須賀考古学会年報, (15) : 17-18.横須賀考古学会．
赤星直忠披露山遺跡概観考古．逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新宿） ： 74-75．逗子市教育

委員会．
赤星直忠披露山公園内遺跡，考古．逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新宿） ： 76．逗子市教育委

員会．
赤星直忠披露台遺跡，考古．逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新宿） ： 77-79．逗子市教育委員
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会．
赤星直忠披露山A地点遺跡，考古．逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新宿） ：80-82．逗子市教

育委員会．
赤星直忠小坪小学校裏山遺跡(披露山C・E地点)，考古．逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新

宿） ：83-89.逗子市教育委員会．
赤星直忠伊勢山遺跡(披露山D地点)，考古．逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新宿) :90-91.

逗子市教育委員会．
赤星直忠大崎の土師遺跡，考古．逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新宿） ：91．逗子市教育委員

，ヘ
ー・

赤星直忠諏訪神社西遺跡，考古．逗子市文化財調査報告書（4，小坪・新宿) :91.逗子市教育委員
会．

赤星直忠新宿横穴群，考古．逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新宿） ：92-95．逗子市教育委員
今
云・

赤星直忠小坪うちで横穴群，考古 ・逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新宿） ：96-97．逗子市
教育委員会．

赤星直忠新宿海岸横穴，考古．逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新宿） ：98．逗子市教育委員会．
赤星直忠小坪の大塚，考古．逗子市文化財調査報告書（4，小坪・新宿) :99-101.逗子市教育委員

会．
赤星直忠森の上出土和鏡考古．逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新宿) : 101.逗子市教育委

員会．
赤星直忠まんだらどうやぐら群，考古．逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新宿） ： 102-113・逗

子市教育委員会．
赤星直忠小坪高崎邸内やぐら，考古．逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新宿) : 114.逗子市教

育委員会．
赤星直忠正覚寺裏やぐら，考古．逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新宿) : 114.逗子市教育委

員会．
赤星直忠住吉やく,ら群，考古．逗子市文化財調査報告書（4，小坪・新宿) : 114-115.逗子市教育

委員会．
赤星直忠新宿の富士塚，考古．逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新宿) : 116-119.逗子市教育

委員会．

赤星直忠住吉城跡考古．逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新宿) : 120-125.逗子市教育委員
会．

赤星直忠小坪臨時台場，考古．逗子市文化財調査報告書（4，小坪・新宿) : 126-127.逗子市教育
委員会．

赤星直忠小坪洞窟砲台，考古．逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新宿) : 129-131.逗子市教育
委員会．

赤星直忠小坪高角砲台跡，考古．逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新宿） ： 132．逗子市教育委
員会．

赤星直忠狙撃陣地，考古．逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新宿) : 132.逗子市教育委員会．
赤星直忠高養寺五輪塔，考古．逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新宿) : 133-134.逗子市教育

委員会．
赤星直忠正覚寺境内の塔，考古．逗子市文化財調査報告書（4，小坪・新宿） ： 134．逗子市教育委

員会．

赤星直忠仏乗院境内の塔，考古．逗子市文化財調査報告書（4，小坪・新宿) : 134.逗子市教育委
員会．

赤星直忠小坪小学校前バス道の塔，考古．逗子市文化財調査報告書（4，小坪・新宿) : 134.逗子
市教育委員会．

赤星直忠東谷戸、 うちでの塔，考古．逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新宿) : 135.逗子市教
育委員会．

赤星直忠新宿2丁目の塔，考古．逗子市文化財調査報告書． （4，小坪・新宿) : 135.逗子市教育委
員会．

赤星直忠小坪出土板碑，考古．逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新宿) : 136-137.逗子市教育
委員会．

赤星直忠仏乗院の石灯籠，考古．逗子市文化財調査報告書， （4，小坪・新宿) : 137.逗子市教育委
員会．

赤星直忠小坪寺半鐘，考古．逗子市文化財調査報告書（4，小坪・新宿） ： 138．逗子市教育委員会．
赤星直忠小坪地蔵堂の石像，考古．逗子市文化財調査報告書（4，小坪・新宿) : 139.逗子市教育

委員会．

赤星直忠神奈川県史資料所在目録．考古， (7)．神奈川県企画調査部県史編集室．
赤星直忠神奈川県史資料所在目録．考古， (8)．神奈川県企画調査部県史編集室．
赤星直忠葉山町上山口の石造五輪塔について．神奈川県史研究, (20) :41-45.神奈川県企画調査部

県史編集室
赤星直忠・塚田明治横浜市室ノ木遣跡．横須賀考古学会研究調査報告、 (2)．横須賀考古学会．
赤星直忠神奈川県史資料所在目録．考古， (9)．神奈川県企画調査部県史編集室．
赤星直忠桜山・逗子の遺跡 1岩が谷縄文遺跡，考古．逗子市文化財調査報告書， （5，桜山・逗子）

: 78-81.逗子市教育委員会．
赤星直忠桜山・逗子の遺跡2鳴鶴崎土師遺跡．考古．逗子市文化財調査報告書， （5，桜山・逗子）

:81-83.逗子市教育委員会．

赤星直忠・塚田明治桜山・逗子の遺跡3持田弥生・土師遺跡,考古.逗子市文化財調査報告書， （5，
桜山・逗子） ：83-98．逗子市教育委員会．

赤星直忠桜山・逗子の遺跡4内藤屋敷弥生遺跡，考古．逗子市文化財調査報告書（5，桜山・逗
子） ：99．逗子市教育委員会．

赤星直忠桜山・逗子の遺跡5才戸谷弥生・土師遺跡考古．逗子市文化財調査報告書， （5，桜山
・逗子) :99-100.逗子市教育委員会．

赤星直忠桜山・逗子の遺跡6番合谷土師遺跡，考古．逗子市文化財調査報告書（5，桜山・逗子）
： 1()0．逗子市教育委員会．
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会．
赤星直忠・飯島重一・中村勉・塚田明治・宇内正城・海原泰江・劔持輝久・臼井敦三浦市海外

洞穴遺跡調査の概要．横須賀考古学会年報(26) : 1-17.横須賀考古学会．
赤星直忠横須賀市長坂妙印寺の一石五輪塔．横須賀考古学会年報， （26） ： 52-55．横須賀考古学会．
赤星直忠・内田武雄・軽部一一・塚田明治・山田享史神武寺の城郭遺構．逗子市文化財調査報告書．

(12).逗子市教育委員会．
赤星直忠金工・陶磁器・その他の工芸品．横須賀市文化財総合調査報告書， （4，衣笠地区） ： 253-27

4．横須賀市教育委員会．
赤星直忠考古資料．横須賀市文化財総合調査報告書， （4，衣笠地区） ：283-289．横須賀市教育委員

会．
赤星直忠・岡本舅海蝕洞穴遺跡にみる先祖の生活: 1-13.三浦市教育委員会．
赤星直忠・飯島重一・小暮慶明三浦市松輪大畑やぐらの調査一急傾斜地防災工事にともなう緊急調

査の概要一．三浦市急傾斜地区埋蔵文化財調査団．
赤星直忠・飯島重一・小暮慶明三浦市矢作やぐらの調査一急傾斜地防災工事にともなう緊急調査の

概要一．三浦市急傾斜地区埋蔵文化財調査団．
赤星直忠・飯島重一・臼井敦三浦市晴海町横穴群の調査一急傾斜地防災工事にともなう緊急調査

の概要一．三浦市急傾斜地区埋蔵文化財調査団
赤星直忠金工・陶磁器・その他の工芸品.横須賀市文化財総合調査報告書， （5北部地区） ： 245-272．

横須賀市教育委員会．
赤星直忠考古資料.横須賀市文化財総合調査報告書， （5北部地区） ：283-286.横須賀市教育委員会．
赤星直忠・他横須賀市佐島やぐらの調査一急傾斜地防災工事にともなう緊急調査の概要一．急傾斜

地区埋蔵文化財調査団．
赤星直忠・他三浦市奉行所跡やぐら群の調査一急傾斜地防災工事にともなう緊急調査の概要一．三

浦市急傾斜地区埋蔵文化財調査団．
赤星直忠・他横須賀市天神やく寺ら群の調査一急傾斜地防災工事にともなう緊急調査の概要一．急傾

斜地区埋蔵文化財調査団．
赤星直忠・他横須賀市天神やく、ら群・佐島やぐら群の2次調査一急傾斜地防災工事にともなう緊急

調査の概要一．急傾斜地区埋蔵文化財調査団．
赤星直忠・塚田明治・他逗子市沼間やぐら群の調査一急傾斜地防災工事にともなう緊急調査の概要

一．横須賀市急傾斜地区埋蔵文化財調査団
赤星直忠・塚田明治・宇内正城・臼井敦・劔持輝久・飯島重一三浦市海外3号洞穴遺跡の調査一

急傾斜地防災工事にともなう緊急調査の概要一．三浦市急傾斜地区埋蔵文化財調査団
赤星直忠・他三浦市小網代やく、らの調査一急傾斜地防災工事にともなう緊急調査の概要一．三浦市

急傾斜地区埋蔵文化財調査団
斎藤彦司かながわの平安仏．神奈川の古代瓦．かもめ文庫．
赤星直忠衣笠城跡．横須賀市文化財調査報告書, (15).横須賀市教育委員会．
赤星直忠三浦市赤坂遺跡の調査-Aトレンチ地点調査の概要一．三浦市教育委員会．
赤星直忠・他三浦市松輪大畑やぐら群の2次調査一急傾斜地防災工事にともなう緊急調査の概要一．

三浦市急傾斜地区埋蔵文化財調査団．
赤星直忠わたしと考古学の思いで．横須賀考古学会年報, (27) : 1-13.横須賀考古学会．
赤星直忠・塚田明治・他逗子市沼間地下式塘の調査一急傾斜地防災工事にともなう緊急調査の概要

一．三浦市急傾斜地区埋蔵文化財調査団．
赤星直忠・他三浦市三崎宮城やぐら群の調査一急傾斜地防災工事にともなう緊急調査の概要一．三

浦市急傾斜地区埋蔵文化財調査団．
赤星直忠・他三浦市小網代やく、ら群の2次調査一急傾斜地防災工事にともなう緊急調査の概要一．

三浦市急傾斜地区埋蔵文化財調査団．
赤星直忠・他三浦市松輪大畑やぐら群の3次調査一急傾斜地防災工事にともなう緊急調査の概要一．

三浦市急傾斜地区埋蔵文化財調査団．
赤星直忠・他三浦市海外町やく、ら群の調査一急傾斜地防災工事にともなう緊急調査の概要一．三浦

市急傾斜地区埋蔵文化財調査団．
赤星直忠・飯島重一・宇内正城三浦市和田やぐら群の第2次調査一急傾斜地防災工事にともなう緊

急調査の概要一．三浦市急傾斜地区埋蔵文化財調査団．
赤星直忠金工・陶磁器・その他の工芸品．横須賀市文化財総合調査報告書， （6大津・武山地区） ： 2

67-295．横須賀市教育委員会．
赤星直忠金工･陶磁器・その他の工芸品・考古資料．横須賀市文化財総合調査報告書， （7逸見・中

央地区) :261-288.横須賀市教育委員会．
赤星直忠・他三浦市三崎宮城やく、ら群の第2次調査一急傾斜地防災工事にともなう緊急調査の概要

一．三浦市急傾斜地区埋蔵文化財調査団
赤星直忠・他三浦市和田やぐら群の第3次調査一急傾斜地防災工事にともなう緊急調査の概要一．

三浦市急傾斜地区埋蔵文化財調査団．
赤星直忠金工・陶磁器・その他の工芸品・考古資料．横須賀市文化財総合調査報告書， （8，西部地

区） ：235-274．横須賀市教育委員会．
赤星直忠・他三浦市二町谷横穴群・西野やぐら群・松輪坪井横穴群の調査一急傾斜地防災工事にと

もなう緊急調査の概要一．急傾斜地区埋蔵文化財調査団．
赤星直忠・他三浦市矢作第2やぐら群の調査一急傾斜地防災工事にともなう緊急調査の概要一．急

傾斜地区埋蔵文化財調査団．
赤星直忠故浜田先生を悼んで．横須賀考古学会年報， （28） ： 1－6．横須賀考古学会．
赤星直忠・佐藤明生・劔持輝久神奈川県指定史跡「茅山貝塚」隣接地の埋蔵文化財調査報告．横須

賀市文化財調査報告書， （23)．横須賀市教育委員会．
赤星直忠・他三浦市矢作第3やぐら群の調査・西野やぐら群の第2次調査．急傾斜地区埋蔵文化財

調査団．

赤星直忠衣笠城趾，埋蔵文化財発掘調査概報集I .横須賀市文化財調査報告書, (26) :37-46.横須
賀市教育委員会．

赤星直忠・稲村繁大木根東遺跡．大木根東遺跡調査団．
赤星直忠三浦半島の砂丘遺跡．赤星直忠博士文化財資料館だより, (11) : 1-16.赤星直忠博士文化

財資料館．

353 1983. 11

354 1983． ll

355 1984． 3

356 1984． 3

1984. 3357

358

359

1984． 5

1984. 10

1984. 10360

361 1985 1

362 1985. 3

363 1985. 3

364 1985. 10

365 1985. 10

366 1986． 3

1986. 12367

368 1986. 12

1986. 12369

1986. 12370

371

372

373

374

1986

1987. 3

1987. 3

1987. 3

375 1987. 5

376 1987. 12

377 1987. 12

378 1987. 12

379 1987. 12

380 1987. 12

381 1988 1

382 1988. 3

383 1989. 3

384 1989. 3

385 1989. 3

386 1990. 3

387 1990. 3

388 1990. 3

389 1990． 12

390 1991． 3

391 1991. 3

392 1992． 3

393 1992. 8

394 2002． 5
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綾瀬市上士棚南遺跡

－遺物廃棄帯を伴う縄文時代後期集落趾－

矢島國雄・小滝勉

綾瀬市上士棚南一丁目4-17

上士棚南遺跡第5 ． 6次発掘調査団

矢島國雄・小滝勉

保育園改築工事(第5次)及び道路整

備工事(第6次)に伴う事前調査

2000年12月12日～2001年8月17日

2001年8月21日～2002年1月18日

5次: 1, 190㎡ 6次: 323nf

所在地

調査機関

調査担当

調査目的

調査期間

調査面積

1 ．遺跡の立地

上士棚南遺跡は、藤沢市との市境に程近い綾瀬

市の南東部に位置する。遺跡の北側は、市中央部

を南流する比留川と市東部をやはり南流する蓼川

との合流点にあたり、遺跡はこの合流点南側に形

成された舌状台地基部に立地する。遺跡北側には

地蔵坂遺跡、東側には上士棚遺跡といずれも相模

野台地を代表する旧石器時代遺跡が隣接して位置

している。

第1図遺跡位置図

関しては、蓼川に面した台地縁辺部にLlH層～B

3層に渡る相模野台地でも最大級の遺跡の存在

が、また、縄文時代後期に関しては、やはり蓼川

に面した台地縁辺部を中心に大規模な集落趾の存

在がそれぞれ明らかになりつつある。

今回の調査は、遺跡のほぼ中心部に位置する市

立綾南保育園改築工事(第5次調査)及び市道整備

工事(第6次調査)に伴う事前調査として、上士棚

南遺跡第5 ． 6次発掘調査団(団長矢島國雄)に

より実施された。

2．調査経緯

上士棚南遺跡周辺は、市内でも宅地化の進行が

著しい地域であり、隣接遺跡も含め、高い頻度で

発掘調査が実施されている地域である。地蔵坂遺

跡では5次、上士棚遺跡では3次、本遺跡でも過

去4次に渡る発掘調査が実施され、また、立会調

査時に縄文時代後期の掘立柱建物趾2棟が検出さ

れた地点もある。

こうした過去の調査成果から、旧石器時代に

3．調査概要

旧石器時代

旧石器時代の調査は、工事による掘削がロー

ム層中まで達する第6次調査地点で実施し、 L

2層下部からB2L間層にかけて計5枚の文化

層が確認された。
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第1文化層

L2層下部に分布する文化層で、調査区の西側

及び南東側の2ヶ所で確認された。

西側のブロックはチャート製剥片を主体とする

礫を含め20点ほどの小規模なブロックで、彫器1

・残核2を伴う。

南東のブロックは、黒曜石製剥片を中心とした

171点程のやや規模の大きいもので、礫群を1基

伴う。石器はナイフ形石器・掻器・模形石器・彫

器等を中心にll点が出土した。

第Ⅱ文化層

B2U層上面に分布する文化層である。第1文

化層南東ブロック下から二周りほど範囲を広げて

512点が検出された。黒曜石製剥片が129点と主体

を占め、次いでチャート ・凝灰岩の順となる。石

器はナイフ形石器・掻器・削器・残核を中心に50

点が出土した。

礫は262点と半数以上を占めるが、散発的な出

土状態で、明確に礫群を構成するものは認められ

なかった。

第Ⅲ文化層

B2L層上面に分布の中心を持つ文化層で、調

査区東半部のほぼ全面から849点が検出された。

第Ⅱ文化層同様黒曜石製剥片が99点と主体的であ

り、次いで凝灰岩・チャート製剥片の順となる。

石器構成は第Ⅱ文化層とほぼ同様で、ナイフ形石

器・掻器・削器・残核を中心に57点が出土した。

礫は、 595点と全体の70％を占めるが、第Ⅱ文

化層同様散発的な出土状態で、明確な礫群は認め

られなかった。

第Ⅳ文化層

第Ⅲ文化層との間に若干の間層を挟み、 B2L

上部に分布の中心を持つ文化層で、分布範囲は第

Ⅲ文化層とほぼ同一である。出土点数は1032点と

もつとも多いが、 90％近くの934点は礫であり、

礫を主体とした文化層と言える。 これほどの礫が

出土したにもかかわらず、礫の出土状況は第Ⅱ．

Ⅲ文化層同様散在した状態で、礫群としての構成

を持つものは認められなかった。

石器構成は第Ⅱ．Ⅲ文化層とほぼ同一である

が、出土量は半減し23点に止まる。また、剥片も

減少し、もっとも多い黒曜石で25点､以下凝灰岩、

チャートの順となる。

第V文化層

B2L間層中に分布の中心を持つ文化層で、調

査区中央南端から10点の礫が、中央北端から1点

のナイフ形石器が出土したのみである。

旧石器時代の調査は、最終的に第6次調査区東

側約30％をB3層まで掘削し、 さらに2m×2m

のテストピットを設定し、L5層まで掘削したが、

新たな遺構・遺物は検出されなかった。

縄文時代

上士棚南遺跡の主体をなすのは縄文時代後期の

集落趾である。過去の調査では、第5次調査区を

挟んで北側の第3次調査では堀ノ内1式後半から

堀ノ内2式を主体とする遺構・遺物が、また、南

側の第1 ． 2 ．4次調査では、堀ノ内2式から加

曾利B1式を主体とする遺構・遺物が検出されて

おり、第5次調査付近を境に土器様相が異なるこ

とが明らかになっている。

今回実施した第5 ． 6次調査によって、時期別

の集落変遷をより明確に捉えることができ、また、

遺物廃棄帯という、極めて特徴的な遺物廃棄形態

を明らかにすることができた。

遺物廃棄帯

遺物廃棄帯とは、調査区内において集中して遺

物の出士した地点のことである｡縄文集落の場合、

台地斜面部を遺物の廃棄場所として利用している

事例は多数存在する。しかしながら、本遺跡では、

台地平坦部から遺物の一括集中地点が検出され

た。同様の遺物集中は、第3次調査でも検出され

ており、遺物廃棄ブロックとして報告しているが、
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土趾2基、 上･ツト群である。廃棄帯2下から検出

された遺構については、どちらに伴うものか判断

に迷うが、検出された位置や形態・出土遺物等か

ら住居趾については廃棄帯2に、掘立柱建物趾に

ついては廃棄帯1に伴うものと思われる。また、

廃棄帯西側に位置する5号掘立柱建物趾について

は、廃棄帯1 ． 2どちらに伴うか不明である。

遺構配置は、崖線に近い調査区東端部に住居趾

が位置し、 この住居趾と廃棄帯1とに挟まれた空

間に掘立柱建物趾が位置する。掘立柱建物趾周辺

には抽出できたもの以外にも良好なピットが多数

存在することから、 さらに多くの掘立柱建物趾が

存在する可能性もある。数的には住居趾よりも掘

立柱建物趾に優位性が認められる。

住居趾はいずれも調査区外に広がっているため

全容は不明であるが、平面形は円形を基調とする

ものと推定される。

掘立柱建物趾はいずれも亀甲形を呈し、炉趾を

伴うものが3棟確認されたが、住居趾の炉趾と比

べ、焼土の形成は弱いものであった。

焼士趾は､いずれも廃棄帯1中に位置しており、

或いは投げ込みの焼土である可能性もある。

廃棄帯1は、第5次調査区中央を幅約16mにわ

たって南北に延びる形で検出された。南側は廃棄

帯2と重複し、第6次調査区内からはこの時期の

廃棄帯は検出されていないことから、 この部分で

廃棄帯2へと吸収されるものと判断される｡また、

北側は前述したように第3次調査区で検出された

廃棄ブロックへとつながっていくものと推定され

る。

廃棄帯1で特筆すべき点として、集落内外に比

べて、遺物を包含する土居と伴に20～40cm程度の

高まりを持って検出されたことが上げられる。 こ

うした状況は、貝塚等と同様に、食料残津等も含

めて、繰り返しの廃棄行為が行われた結果、高ま

りが形成されたものと解釈されよう。

今回この遺物集中が、集落内を帯状に展開してい

ることが明らかとなったため、遺物廃棄帯と呼称

することとした。

第2図は、過去の調査を含め、遺物廃棄帯の位

置を示したものである。スクリーントーンの違い

は、主体として出土する土器の時期差を示すもの

で、第3次調査区から第5次区にかけて南北に延

びる遺物廃棄帯(以下廃棄帯1）は堀ノ内1式後半

から堀ノ内2式中段階を主体とし、第5次調査区

南側から第1次調査区及び第6次調査区東西両端

から検出された遺物廃棄帯(以下廃棄帯2）は堀ノ

内2式後半から加曾利B1式を主体的に出土す

る。第5 ． 6次調査区とも出土遺物の約85％が廃

棄帯1 ． 2からの出土であり、第5次調査区内の

廃棄帯2部分を除き、廃棄帯内側の集落内での遺

物分布は希薄であった。また、第5次調査区の廃

棄帯1西側でも遺物分布は極端に減少し、遺構も

1棟の掘立柱建物趾が検出されたに止まってい

る。

こうした検出状況から、廃棄帯1は、堀ノ内1

式後半期～堀ノ内2式中段階期集落の西縁を示す

ものと理解でき、崖線と廃棄帯1に挟まれた第3

次調査区～第5次調査区までの台地縁辺部がこの

時期の集落範囲として想定しうる。

廃棄帯2は、堀ノ内2式後半～加曾利B1式期

集落の周囲を取り囲むように形成され、集落範囲

は、第5次調査区南端～第4次調査区にかけての

台地縁辺部に展開すると想定される。

このように、上士棚南遺跡の縄文時代集落は、

2つの遺物廃棄帯の存在によって、時期を異にす

る集落が隣接して存在することが明らかになっ

た。以下第5 ． 6次調査成果をもとにそれぞれの

集落内容について見ていきたい。

廃棄帯1に伴う集落

廃棄帯1に伴う遺構は、第5次調査で検出され

た住居趾2軒、掘立柱建物趾6棟、貯蔵穴1、焼
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第4図第6次調査遺構配置図

遺物の出土状態は、廃棄帯内から均質に出士す

るわけではなく、粗密が認められた。土器は、ほ

とんどが破片状態の出土で、一括遺物でもあたか

も投げ捨てたかのように破砕した状態で出土して

いる。また、廃棄帯内からは4基の埋設土器が検

出され､このうちの1基は倒置状態で検出された。

この他、ほぼ完形の注口土器が正位及び倒置状態

で各1点出土しており、 これらも埋設されていた

可能性も考えられる。

石器は、 この時期に特徴的な器種のほとんどが

出土しており、打製石斧がもっとも多く出土して

いる。磨製石斧は10点が出土しているが、 このう

ち7点は口縁部を欠損した土器内からまとまって

出土した。また、未製品を含む打製石斧十数点が

まとまって出土した場所もあった。

土偶や石棒など祭祀関連遺物の出土も廃棄帯の

特徴であり、それぞれ小片を含め10点程度出土し

ている。

廃棄帯2に伴う集落

廃棄帯2に伴う遺構は、第5 ． 6次調査区で検

出された住居趾4軒、掘立柱建物趾7棟、墓塘5

基、焼土趾1基である。

住居趾4軒のうち、 2軒は住居趾の縁に小礫を

配したいわゆる環礫方形配石遺構であり、小礫と

重なるように焼土が検出されている。廃棄帯1に

伴う住居趾に比べ、全体的に平面形が方形化する

傾向が窺える。

掘立柱建物趾7棟のうち6棟は重複した状態で

検出され、 このうち10～13号掘立柱建物趾は主軸

方向を同じくして執勧に同じ場所に繰り返し構築

されている。

墓擴と判断される土壌は5基が重複して検出さ

れた。いずれもが長径約2m、短径1m程の楕円

形を呈するもので、 このうち2基には小形土器が

副葬されていた。

焼土趾は5号住居趾と8号掘立柱建物趾との間

から検出され、対応する上･ツトが検出されなかっ

たことから単独の焼土趾と判断した。

廃棄帯2は、第5次調査区南端及び第6次調査

区東西両端から検出された｡第6次調査区東端は、

西端に比べ遺物出土量はそれほど多いものではな

いが、 これは廃棄帯の主体がより崖線よりにある

ためと判断される。

廃棄帯1のような周囲とのレベル差を見られ
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廃棄帯1の中でも出土遺物を比較すると、第3

次調査区では堀ノ内1式後半が主体的であり、第

5次調査区では堀ノ内2式中段階が主体的であっ

た。 これに廃棄帯2の出土状況を加味すると、堀

ノ内1式後半では遺跡内の北側に集落を形成し、

堀ノ内2式中段階では遺跡中央部に、堀ノ内2式

後半から加曾利B1式にかけては遺跡の南側にそ

れぞれ集落を形成し、時期が下るにつれて北側か

ら南側へと集落内を移動していた状況を見て取る

ことができよう。

また、本遺跡の集落形態は、いわゆる環状集落

ではなく台地縁辺部に帯状に形成されたいわば帯

状集落という形態を示すものと思われる。

遺物廃棄行為については、廃棄帯1のように、

台地平坦部にも遺物廃棄が行われていたことが明

らかとなった。 この廃棄帯1の東側崖線部はすで

に削平されているため、崖線側に廃棄行為が行わ

れていたかは明らかではないが、上士棚遺跡第2

次調査時に、わずかに残された崖線部から堀ノ内

2式土器が多量に出土しており、位置から見て、

廃棄帯1に対応するものと見て間違いないものと

思われる。 これからすれば、廃棄帯1も廃棄帯2

同様集落を取り囲むように遺物廃棄が行われてい

たと判断できる。本遺跡のように台地全面に広が

る集落とは異なり、台地縁辺部のみに形成される

集落では、台地平端部側の遺物出土状態にも注視

する必要があろう。

また、 この廃棄帯の性格については、祭祀関連

の遺物の出士や、石器未製品・薄片集中、石器埋

納さらには埋設土器の検出等を考え合わせると、

単なる廃棄場所と片付けられるものではなく、そ

こでは祭祀や石器製作などさまざまな利用がなさ

れていたものと推察される。

ず、また、埋設土器等も未検出である。それ以外

の遺物の出土状態は廃棄帯1と同様であるが、 3

号住居趾と重なる部分からは、黒曜石の剥片192

点がまとまって出土している。また、第6次調査

区西端の廃棄帯からは、土偶が20点近くと比較的

多く出土している。 このうちの1点は顔部を欠損

するもののほぼ復元が可能となった。高さ22cm程

の手足を持つ非常に精級に作られた中空土偶で、

県内では類例は見出せず、山梨・長野県方面に類

似した土偶が見られる。 この土偶の胴部と足部は

5mほど離れた地点から出土しており、 この足部

が出土した地点は別個体の土偶下半部が集中して

出土している。

4．まとめ

旧石器時代

第6次調査区から5枚の文化層が確認された。

いずれも相模野旧石器時代編年の相模野第Ⅲ期に

位置付けられるもので、概期の石器組成・石器製

作技術の特徴を良好に示した資料である。今回の

調査で特徴的であったのは、第1文化層を除き多

量の礫が出土するものの、散漫な出土状態で、礫

群が抽出できなかったことが上げられよう。隣接

する上士棚遺跡では、良好な礫群が多数検出され

ており、 こうした礫の検出状況の違いは、遺跡の

性格の違いに起因するものであるのか、検討する

課題は多いといえる。

縄文時代

今回の調査によって、上士棚南遺跡における時

期別の集落変遷を解明する上で極めて重要な所見

を得ることができた。また、遺物廃棄帯という縄

文時代後期における新たな遺物廃棄形態を確認す

ることができた。

調査概要では、本遺跡では時期を異にする2つ

の集落が隣接すると述べたが、実際は、時期によ

り集落内の占地場所を移動しているとしたほうが

より適切かもしれない。
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さ じ ま ‘9りおか たか’よら たか｛よらきた

横須賀市佐島の丘遺跡群高原・高原北遺跡

一弥生時代後期から古墳時代初頭の大規模集落一

横山太郎

横須賀市佐島2丁目245-1 ・他

佐島の丘埋蔵文化財発掘調査団

横山太郎・北爪一行

宅地造成に伴う事前調査

2000年12月1日～2001年12月28日

高原遺跡 23,384㎡

高原北遺跡6,748㎡

所在地

調査期間

調査担当

調査目的

調査期間

調査面積

1 ．遺跡の立地

佐島地区は、三浦半島中部の西側に位置する。

遺跡群周辺の地形は相模湾に張り出した低い丘陵

地で、標高約70mを測る北寄りの平坦部を頂部と

する。丘陵の北西側は比較的なだらかな地形が広

がり、現況では畑として利用されている。一方、

東側の一帯は起伏が多く、南に向かって樹枝状に

開析された大小の尾根がのびる。 この付近は、大

半が山林となっている。

第1図遺跡位置図(1/20000)

蔵地として発見されたc以上の調査結果に基づき、

確認された上記の6遺跡について本調査を実施す

ることとなった。高原遺跡・高原北遺跡は、平成

12年12月1日から並行して調査を進め、高原北遺

跡は平成13年7月30日に、高原遺跡は同年12月28

日に終了している。

3．調査概要

高原遺跡

標高50～60mの南北に長い台地上に立地。西側

と東側は急峻な谷となり、南西側と南側に2つの

尾根が派生してのびている。調査範囲の現況は、

畑地・山林・荒蕪地であるが、平坦地のほとんど

が近年まで畑地として利用されていたため全体に

削平を受けており、遺構・遺物の一部はこれによ

り消失しているものと思われる。検出された遺構

の大半は弥生時代後期～古墳時代前期に属するも

2．調査経緯

今回の調査は､宅地開発事業に伴い実施された。

本調査に先立ち横須賀市教育委員会によって、平

成8年度に現地踏査が、平成ll年度に遺跡範囲確

認調査が行われている。その結果、周知の遺跡で

ある高原遺跡・唐池遺跡・一本松遺跡・上ノ山A

遺跡・深田遺跡の存在が確認されると共に、高原

遺跡に隣接する高原北遺跡が新たな埋蔵文化財包
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第3図高原遺跡出土土器・銅製品

ので、他に縄文時代早期に属すると思われる住居

跡1軒、 上．シ卜群1箇所と、数ヶ所の遺物包含層

が発見された。弥生時代後期～古墳時代前期の遺

構は、竪穴住居跡は総数296軒、竪穴状遺構6基、

方形周溝墓1基、 V字溝3条を数え、特に弥生時

代後期におさまる遺構の比率は非常に多い。古墳

時代前期に属するものは比較的少なく、 この時期

には集落の規模が縮小したか、 または遺跡の継続

にある程度の断絶期間があった可能性がうかがわ

れる。

注目される遺構と汪目される遺構としては、断面V字形を呈する

溝3条があげられる。 これらの溝は、集落の所在

する地形を利用して要所を遮断する位置に掘り込

まれたものである。出土した土器の様相から、溝

の埋没後も集落はある程度の期間継続していたこ

とがうかがわれる。出土土器の傾向は、弥生時代

後期に属する在来の東京湾岸系土器を主体とする

が、東海系と思われる土器も散見される。土器以
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周溝の南東側コーナーが、そのうちの1軒に切ら

れている。埋葬主体部2カ所が検出され、第1主

体部からはガラス製勾玉、ガラス小玉､鉄製品（短

剣）が、第2主体部からはガラス小玉が出土して

いる。古墳時代後期～古代の遺構としては、掘立

柱建物跡2棟と竪穴住居跡1軒が検出された。時

期は、出土遺物などから7世紀末～8世紀前葉の

所産と考えられる。中．近世の遺構としては、道

路状遺構、溝、近世における水場と思われる敷石

状遺構が発見されている。

外の遺物で特筆すべきものとしては、青銅製品が

あげられる。なかでも集落の西側の谷際に位置す

る住居跡（弥生後期後半から古墳時代初頭）から

発見された筒状銅製品は、 この時期のものとして

は全国的にみても類例が少ない貴重な資料であ

る。長さ10.5cm、径2.5cmを測る筒状を呈し、形

状は片側が開口し、もう一方の側が閉塞している。

細い透し孔が側面に3箇所、小孔が開口部に2対

4箇所、閉塞部に1箇所、見られる。類似の遺物

として､前期古墳の副葬品として出土例の多い｢筒

形銅器」があるが、本遺跡出土のものは形状がよ

り素朴であり、広い意味での祖形である可能性が

考えられる。また、その他の住居跡から、銅環、

銅釧、銅嫉などが出土している。

4． まとめ

今回の調査では、当地域における弥生時代後期

～古墳時代初頭の集落の様相を知るための貴重な

成果を得ることができた。高原遺跡と高原北遺跡

は、便宜上2遺跡として調査を行っているが、本

来、一体をなす遺跡と考えられ、 さらに未調査の

台地北西側にも集落の範囲は広がる可能性があ

る。両遺跡をあわせた遺構数は竪穴住居跡307軒、

方形周溝墓2基、断面V字状の溝3条である。

v字溝は遺跡南側に派生する尾根を分断するも

の(Yl号溝） と、集落の最も密集する部分の北と

南で検出されたもの(Y2･3号溝）がある。 Yl号

溝が掘り込まれた尾根は南側の海岸部に向かって

徐々に標高を減じており、小田和湾に面する低地

から遺跡のある台地にのぼる道筋として使われて

いたのではないだろうか。また、 Y2･3号溝は南

北に長い台地をおおむね横断する方向に走り、 Y2

号溝は西側が、 Y3号溝は東側が谷に面して掘りき

りになっている。後世の肖ll平をかなり受けている

ため、 これらの溝の本来の深さは不明であるが、

残存する最深部で2.8mを測る大がかりなもので、

東西の谷との組み合わせによって住居群を囲僥す

る意図はみとめてよいように思う。ただ、削平に

よる消失を考慮しても、集落を完全には区画せず

欠落する部分を残していた可能性があり、防御性

高原北遺跡

高原遺跡の北に隣接する谷部に立地し、北から

南に下る比較的平坦な2段の畑地が、遺跡の主要

な部分となっている。標高は現況で67～47mを測

る。調査の結果、旧石器時代、縄文時代早期、弥

生時代後期～古墳時代前期､古墳時代後期～古代、

中。近世の遺構・遺物が発見された。 このうち弥

生時代後期～古墳時代前期のものは、隣接する高

原遺跡と同一の集落と、その墓域の一部を形成す

るものと見られる。

旧石器時代の遺構としては土坑2基が検出され

た。 これらは、相模野台地における立川ロームB

4層以下から掘り込まれていると考えられるが、

上部を大きく削平されている。縄文時代の遺構・

遺物としては、士坑群と少量の土器片が発見され

ている。縄文時代の土器片は早期に属するものが

多く、本遺跡の西側の丘陵上に所在する一本松遺

跡からの流れ込みとも考えられる。弥生時代後期

の遺構としては、竪穴住居趾ll軒、方形周溝墓1

基、溝が調査されている。方形周溝墓は谷状地形

の底に位置し4軒の竪穴住居跡と重複しており、
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しているが、本遺跡で得られた東海地方に出自の

求められる土器のうちには、上ノ台遺跡では見ら

れない要素も散見される｡また青銅製品の出土も、

現在の知見としては市域東部の弥生集落では住吉

遺跡で出土した銅鍼1点の他には例を見ない。 こ

れらの様相は、東部の弥生集落の調査においてこ

れまで知られてきたあり方とは異なる特徴とし

て、評価してよいと思う。相模湾に面した低丘陵

上という地形的特質とあわせ、他地域との交流関

係は本遺跡について考えていく上で重要なポイン

トになるものと思われる。

などの機能については疑問も残るところである。

竪穴住居群は重複が顕著で、同時存在が不可能

と思われる隣接も含めると、 10軒近い密集地点が

数ヶ所ある。 これは、住居の建て替えのサイクル

で少なくとも10回以上の時間の経過があったこと

を意味する。 300軒をこえる住居数の多さは、集

落の規模よりも、むしろこの集中的な継続性に起

因するものである。比較として市域東部における

同時期の遺跡のあり方を概観すると、 どちらかと

いうと小規模な集落が分散する傾向が見られる。

本遺跡周辺においても数ヶ所の該期遺跡の存在が

知られるが、それらの内容は今のところ必ずしも

明確ではなく、本遺跡との関連に興味がもたれる。

今回の調査では、 これまで不明であった横須賀

市域西部における該期集落の様相の一端が初めて

明らかとなった。東部の代表的な弥生集落の一つ

である鴨居上ノ台遺跡の出土土器には、東京湾を

挟んだ房総半島の土器との類似が顕著に見られる

が、本遺跡の士器にはその傾向は希薄である。 さ

らに、両遺跡ともに東海系と思われる土器が出土

文献

中三川昇2002｢佐島の丘遺跡群試掘・確認調査報告」

『横須賀市文化財調査報告書』第37集横須賀市教

育委員会

宇内正城 1974 「横須賀市西部における弥生期遺跡と

その遺物」 『横須賀考古学会年報』No. 17横須賀考

古学会
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比奈窪中屋敷横穴墓群

一急傾斜地崩壊対策工事に伴う調査一

三瓶裕司

抑
蝉
将
磑
や

弓一＜薑:簾

足柄上郡中井町比奈窪260-1

財団法人かながわ考古学財団

中田英・上田菫・三瓶裕司

急傾斜地崩壊対策工事に伴う調査

第一次調査
2001年1月7日～1月31日

第二次調査
10月18日～12月14日

第一次調査50．5㎡
第二次調査93. 1㎡ 計143.6nf

所在地

調査機関

調査担当

調査目的

調査期間 工宗；圭叶

つ士

WL撚罷皇

輪調査面積

鰐1 ．遺跡の立地

本遺跡は神奈川県足柄上郡中井町比奈窪260-

1、ほぼ町の中央に所在する （第1図)。

中井町は、神奈川県の南西部に広がる大磯丘陵

のほぼ中央に位置する｡町域は東西6.8km･南北5.

3kmで周囲は、北に秦野市、東に平塚市、南に二

宮町、南西に小田原市、北西に大井町と3市2町

と接している。

中井町には相模湾に注く、中村川と葛川の2河川

が貫流しており、それらの河川とそれぞれの支流

によって丘陵が肖llり出された複雑な開析地形が形

成されている。本遺跡は、中村川とその支流であ

る岩倉川によって西側を、同じく支流の藤沢川に

よって東側を開析された丘陵の西向き崖面に立地

している。

本遺跡の西方約600mには、 1900年に神奈川県

下で初めて横穴墓の調査を行ない、本県における

横穴墓研究の始まりとなった雑色横穴墓群が所在

する。

第1図遺跡位置図

2．調査経緯

本遺跡は平成12年(2000年) 12月初旬、松田土

木事務所が行った急傾斜崩壊対策工事中に発見さ

れた。

そこで年が明けた1月初めより発見された6基

の横穴墓を対象に第一次調査を行った。

次年度には、事前に行われた分布調査によって

9基の横穴墓が発見され、 10月半ばより、 これら

を対象とした第二次調査を行った。

調査を行った横穴墓はあわせて15基である。

3．調査概要

本横穴墓群は、第一次調査分の第1～6号横穴

墓については工事途中での発見ということで、遺

構・遺物ともに遣存状態はあまり良くはなかっ

た。 しかし第二次調査分の第7～15号横穴墓につ

いては、 .風化によって崩落した横穴墓が数基認め

られたものの、大多数の横穴墓は遺構・遺物とも

－21－
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に遺存状態は良好であった。

中でも第2 ．4． 7 ． 14号横穴墓では玄室の床

面をびっしりと礫で覆う礫床が遺存しており、第

14号横穴墓では礫の間から勾玉・切子玉・ガラス

小玉をはじめとする玉類や耳環などの銅製品、鉄

鎌や刀子などの鉄製品、人骨などの遺物が大量に

出土した。

また、第1号横穴墓は湖西窯産の須恵器（蓋・

提瓶）や鉄雛を中心とした鉄製品が多く出土して

おり、 さらに第8 ･ 15号横穴墓では直刀がそれぞ

れ一振ずつ、第ll ･ 12号横穴墓では小刀が出土し

ている。

4．まとめ

本横穴墓群は、横穴墓の形態や出土遺物から、

遅くとも6世紀終末より構築が開始され、少なく

とも7世紀中頃までは構築が継続していたと推定

される。

今回の調査で出土した遺物は土器（土師器・須

恵器)、鉄製品（刀類・鉄雛等)、銅製品（耳環

等)、石製品（砥石・玉類)、ガラス製品（玉類)、

人骨（歯牙を含む）などで整理箱で15箱分を数え

る。 これらのうち、特筆すべきものでは先にも紹

介した第15号横穴墓より出土した直刀（第4図）

で、遺存状態は極めて良好なものである。

－画皇画二二二画三コ－ 2－2

回

1

0
o 2－3

0- '
l
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みやや主なかざと

寒川町宮山中里遺跡

一自然堤防上で確認された後期古墳群一

市川正史・井澤純．吉田政行・渡辺外

高座郡寒川町宮山3447-1他

財団法人かながわ考古学財団

市川正史・渡辺外

道路建設に伴う事前調査

平成12年10月16日～14年3月31日

9,537㎡

所在地

調査機関

調査担当

調査目的

調査期間

調査面積

第1図遺跡位置図（1/25000）

2．調査経緯

本調査は一般国道468号（さがみ縦貫道)の寒川

北インターチェンジ建設事業に先立つもので、調

査対象は進入出路に伴う盛土部分と橋脚、及びイ

ンターチェンジに隣接する側道部分と環境施設帯

の範囲である。試掘調査は建設省(現在の国士交

通省)からの依頼により、神奈川県教育委員会が

平成10年9月と同ll年2月の二回に分けて行っ

た。

その結果、宮山中里(寒川町No.27)遺跡には弥生

時代～中近世の遺構と遺物が包含されていること

が明らかとなり、かながわ考古学財団が調査を実

施することとなった。調査対象範囲には本遺跡に
みややまだい甑たけ

隣接する宮山台畑(寒川町No.43)遺跡も含まれて

おり、同じ期間内に併行して調査を行っている。

両遺跡の発掘調査は延べ17.5ケ月かけて行われ、

平成14年3月末に終了した。

1 ．遺跡の立地

遺跡は相模川の下流、河口から北に約6～7km

地点の東岸にあり、 JR相模線宮山駅の北西200

mに位置する。相模川左岸に形成された標高10~

llmの自然堤防上に立地し、地形区分上は沖積微

高地に属する。今回の調査地点は相模川の現河岸

から50m程度の距離に位置し、現況水面高との比

高差は約4～5m程度である。

寒川町域では同じ自然堤防上や低地での調査事

例が無く、近隣で確認されている遺跡としては、
くらみさいと

北東約l.5kmの目久尻川西岸の台地上に倉見才戸

遺跡が、南東l.5～2kmの小出川西岸の同一台地
おおぞうひがし'よら

上に大蔵東原遺跡、岡田遺跡、高田遺跡、宮山

遺跡が所在する。 これらの遺跡では弥生時代後期

の環濠集落や、方形周溝墓による墓域が検出され

ている。また南東約l.5kmの地点には、現存長約4
おう じんづか

3mの前方後円墳である｢大(応)神塚｣が所在して

いる。

－25－
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トー一一

第3図遺構外出土の縄文土器〔1/3〕

3．調査概要

縄文時代

中近世面の遺構外より中期の土器片が2点出土

した(第3図)。該期の遺構は検出されていない。

第3図1は中期中葉勝坂式土器の深鉢底部破片で

ある。同図2も深鉢胴部片で、中期中葉～後葉の

時期のものと推定される｡

弥生時代末～古墳時代初頭

竪穴住居趾4軒、溝状遺構32条、土坑2基を検

出した。

住居趾はいずれも断片的に検出したもので、全

体の規模は不明である。残存部分から推定する限

りでは、平面形は一辺が約4～5m程度の隅丸方

形又は長方形を呈するものと思われ、一部では地

床炉や柱穴を確認している。住居趾には重複は認

められず、それぞれ5～30m程度の距離をあけて

不規則に散在している。

溝状遺構は長さ25～30m･幅50～70cm程度の断

面逆台形を呈するものが多く、 7～10条の溝が主

軸を揃えて等間隔に並んで検出されている。覆土

中からは該期の土器片が若干出土する程度で、機

能・用途は不明である。

また、 7 ． 8区南西隅では該期の集落に伴う環

濠の可能性がある溝が検出された。H40号溝は上

端の幅l.3mで断面V字状を呈し、調査区の西側

から南側壁へ向かって弧形を描いて延びており、

確認した範囲での長さは約31mである。

0 50m

---」

・
脳

弥生時代末～古墳時代初頭の遺構

古墳時代後期の遺構

第2図宮山中里遺跡全体図〔1/2,000〕
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このH40号溝の覆土中位～上層で遺物が集中し

て出土した。第4図はH40号溝から出土した土器

の一部である。器種は壷(第4図1～3）、台付甕

(同図4 ． 5）、高坏(同図7）、小型壺(同図8～1

0)がみられる。その他に小型の増形の土器に脚部

の付いたもの(同図6）や、椀形(同図11 ･ 12)が僅

かに認められる。

壺は口縁部が受口状を呈し、外面に棒状浮文を

付すもの（1） 、強く外反し断面角状の折返し口縁

をもつもの（3）、直線的に立ち上がる単口縁のも

の（2）がある。

台付甕は口縁部が短く外反し、 口唇端に工具に

よるキザミを加える。器面調整はハケによるもの

がほとんどで、 口縁下に縦位・胴部以下は横斜方

向に施される（5）。稀に頸部以下に篦状工具によ

る徴密なナデを加え、刷毛目を磨消しているもの

も認められる（4）。

高坏は脚部だけか、坏部の破片だけで出土して

いるものが多く、全体の器形をうかがえる例は認

められない。脚部の形状は、太めで中位でくびれ

るもの（7）と、比較的細めで低い部位でくびれる

ものの両方が見られる。

小型の壺は個体によって器形がまちまちで、成

形・整形技法も一定しない。 8～10では個体毎に

胎土も異なり、様々な系統のものを寄せ集めにし

たかのような感がある。

小型の椀は個体毎に器形の細部に違いがみられ

るが、整形技法や胎士は共通している。外面は縦

方向のヘラケズリに、 口唇部のみ横方向のヘラナ

デで整形している。
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第4図 8区H40号溝出土弥生土器[1/4]
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古墳時代後期

古墳9基と土坑2基が検出された。古墳はいず

れも墳丘部分が消滅しており、周溝しか残存して

いなかった。周溝の平面形状から8基は円墳で、

1基は前方後円墳であったことが推定される。そ

の内7基は8区中央に集中しており、前方後円墳

を中心に円墳が取り囲む様に隣接している(第5

図)。円墳の周溝はどれも幅約3～4mほどで、

内径12～15m程度の規模である。

前方後円墳は、周溝の内側を墳丘そのものの規

模と仮定して、全長約30mを測る。前方部は南端

の幅が約13m、前方部と後円部の境のくびれ部の

幅は約8mである。周溝の上端幅は部位により違

い、約3～7mの幅で変化する。最も幅が狭いの

は前方部南側の溝で、逆に後円部両側では最も幅

が広く、深くなっている。周溝の底面は船底状を

呈し、後円部南東側と前方部の南西側を若干高く

掘り残している。左右両側のくびれ部分や前方部

南側の周溝内から、僅かにまとまって遺物が出土

した。

第6図は前方後円墳周溝から出土した遺物であ

る。 1は須恵器短頸壺で、器高約10cm程度の平た

く潰れたような器形を呈する。西側くびれ部付近

から破片の状態で出土した。

2 ． 3は土師器坏で、 2は西側くびれ部の底面

付近から完形で出土した。 口縁～稜部が肉厚で、

反り返りながら内傾している。底部は丸底で、内

外面に赤彩の痕跡が認められる。 3は身深で稜が

顕著でない、丸底の坏・内外面全体を赤彩される。

東側くびれ部の底面から出土。

4～6も土師器の坏であるが、いわゆる「比企

型坏」と呼ばれるもので、北武蔵を中心に利根川

以南の関東地方に分布が認められる。いずれも口

唇部が断面s字状に屈曲し、外面下半はヘラケズ

リで整形し、内面は級密なナデを施している。外

面は胴下半まで、内面は全面が赤彩される。破片

|⑩

●4．●
○
●4．●
○

○

ilI

I

● ●

０
０
０
０
０

面。

○

○ 0

0 20m

L一一-----斗

第5図8区古墳群〔1/800〕

の状態で、それぞれ周溝各所に散らばって出土し

た。

前方後円墳の周溝から出土した遺物の時期は6

世紀後半～7世紀初頭に比定される。またその他

の古墳の周溝からも土師器坏・甕や須恵器坏など

が出土しており、 これらの遺物の時期も同じ時間

幅に限られる。
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古代～中世

溝状遺構40条・士坑56基、畝状遺構12ケ所、井

戸趾12基、竪穴状遺構19基、焼土趾3基の他、 ピ

ット460基以上が検出された。

ピットは一辺30cm大の四角いもので、掘立柱建

物趾の柱穴と考えられる。 この上°ツトの分布が濃

密な地点には井戸趾、竪穴状遺構、畝状遺構も集

中しており、 これらの遺構群からは13世紀後半～

14世紀代の遺物が出土している｡中世前半期には、

その集中範囲一帯が居住域として利用されていた

可能性が考えられる。

近世

溝状遺構15条、土坑11基、畝状遺構7ケ所が検

出された。富士宝永火山灰(1707年降灰)の確認面

直下では、本調査の対象範囲全域にわたって耕作

の痕跡が認められた。

調査区によっては溝状遺構や畝状遺構の主軸方

位と遺構同士の間隔に規則性がみられることか

ら、中世期の状況から一変して、該期にはこの自

然堤防上一帯が耕地として利用されていたことが

うかがわれる。

また本遺跡の立地する自然堤防の西端には、近

世前半に築造された堤防が残っている。 この堤防

そのものは本調査の対象範囲外であったが、堤防

側に隣接する地点では、堤防と一定の間隔をもっ

て不整方形・長方形の掘り込みが検出されてい

る。 これらの掘り込みは長軸5～7m、短軸3～

5m程度の規模を持ち、地点によっては何度も掘

り直されて複雑に切り合っている。覆土は堤防か

ら川寄りの低地にしか存在しない、砂と粘質士が

混在する士で埋め戻されており、何の機能を持っ

ていたかは不明である。 こうした堤防関連遺構に

ついては年代・機能共に今後の検討課題である。

4． まとめ

本調査では弥生時代後期末の環濠集落と考えら

れる遺構群と、後期古墳群の周溝を検出した。

また古墳群の東側に13～14世紀代の中世期の居

住域が確認され、 18世紀以降の近世期には全体が

耕地化したことも判明した。

特に古墳時代については､相模川流域では台地、

丘陵上に前・中期古墳が分布することが従前から

認識されていたが、後期古墳については資料的な

制約からその分布傾向が明瞭ではなかった。そう

した状況の中で、本調査では低地に古墳群が存在

する事例を検出したという点で、一定の成果をあ

げることができた。

宮山中里遺跡にかつて存在した後期古墳は、 1

基の前方後円墳の周囲に複数の円墳が隣接して構

築されており、ある程度の古墳群としてのまとま

りが看取され、前方後円墳は古墳群の主墳的な役

割をもっていたものと考えられる。

古墳は一個の埋葬施設であると同時に政治的な

側面を持つものであり、今後、同様の低地におけ

る調査例が増加すれば、埋葬施設としての形態や

古墳の分布域の問題だけでなく、宮山中里遺跡の

古墳群を造営した集団と他の地域の勢力との関係

や、該期の相模国内での集団関係を検討する－傍

証ともなり得るものであろう。

文献

市川正史・渡辺外2001｢宮山中里(寒川町No.27)g

跡」 『町内遺跡発掘調査発表会要旨』寒川町教育委

員会

木村勇・鈴木保彦ほか 1996『寒川町史8別編考

古』寒川町

中村喜代重・立花実2000｢寒川町高田遺跡」 『第24

回神奈川県遺跡調査・研究発表会発表要旨』
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えんめい I

逗子市延命寺遺跡

－9世紀代の大型掘立柱建物趾

松山敬一朗

逗子市逗子4丁目1076番地1外

延命寺遺跡発掘調査団

松山敬一朗

文化・教育ゾーン整備事業(ホール・

図書館・生涯学習施設・小学校等建

設)に伴う事前調査

平成13年6月22日～平成14年3月31日

約5880㎡

所在地

調査機関

調査担当

調査目的

調査期間

調査面積

1 ．遺跡の立地

延命寺遺跡は逗子市4丁目1076番地1外に所在

する。 JR逗子駅の南東約400mの逗子市中心部

に位置し、 旧逗子市民体育館と逗子小学校グラウ

ンドの北側約2/3が今回の調査区域となっている。

主要地方道路横須賀・逗子線を挟んで北側には真

言宗延命寺があり、遺跡名称の由来ともなってい

る。

遺跡はこの延命寺とJR逗子駅との間を流れる

田越川の左岸に位置し、川からは最短で70m程で

ある。現在の田越川河口部からは約1km上流にあ

たる。遺跡の現地標高は約4mを測る。

本調査地点における基盤層は黄褐色砂ないし青

灰砂で、 I区側では標高2.5～3m、Ⅱ区側では2.

5～1.2mの高さで検出される。

遺跡周辺での調査事例は少ないが、平成10年6

月に遺跡の南東約150mの地点で蟹田遺跡(註1)、

平成12年5～7月に「逗子の大墓」 （逗子市No.92

第1図遺跡位置図

遺跡）の調査が行われている （註2）。蟹田遺跡

の調査では田越川流域の低地部としては初めて竪

穴住居趾が検出され、竪穴住居趾およびその他の

遺構から7～10世紀代の遺物が検出されている。

「逗子の大墓」は近世の埋葬墓が遺跡の主体であ

るが、古代の遺構も検出されており、窪地状の遺

構から7世紀後葉～8世紀初頭の土師器・須恵器

が検出されている。

2．調査経緯

逗子市教育委員会は、文化・教育ゾーン整備事

業地における埋蔵文化財の有無を調べるために、

平成12年8月16日～9月1日に旧逗子市体育館敷

地内、および平成13年1月11日～1月25日に逗子

小学校グラウンドにおいて試掘調査を実施したと

ころ、古代～中世後期ないし近世初頭の遺構と遺

物が検出された。 当開発事業地における埋蔵文化
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財本調査の必要性が生じたため、延命寺遺跡発掘

調査団が編成され､調査が行われる運びとなった。

平成13年6月22日から資材搬入及び外柵等の環

境整備を行い、 7月5日から本格的な調査に移行

した。調査に伴い発生する残土を場内処理する都

合上、一度に全面を発掘することはできず、調査

区を4分割して執り行った。

きい長軸1.5m前後を測るものがみられる。柱穴

からは相模型坏・須恵器坏・灰釉椀等が出土して

おり、 これらの遺物から本趾の帰属時期は9世紀

後半代と考えている。

19号建物趾はIB区北東部に位置する。桁行、

梁行とも3間で、 4本の束柱を有する総柱建物で

ある。規模は桁行がおよそ5.9m、梁行約4.6mを

測り、芯々部面積は約27㎡である。南側梁行柱列

の柱穴のうち、内側の2穴は若干のズレをもって

いる。柱間寸法は桁行が約1.8m、梁行が1.5～1.

7mで、梁行の方が若干短くなっている。柱穴掘

り方はおおむね方形ないし長方形を呈するが、 P

2 ．P7のように円形に近い形状を呈するものも

ある｡柱穴規模は60～70cmのものが主体であるが、

およそ100cmに近いものもみられる。掘り方の深

さは検出された範囲ではいずれも浅く、 10～20cm

前後である。明瞭な柱痕が認められる柱穴は少な

く、また版築等を施した形跡は特に認められなか

った。本趾からの出土遺物は非常に少なく、微小

な土師器片が検出されているのみである。そのた

め帰属時期は不明瞭であるが、 9世紀代と考えら

れる。

これらの他に3間×2間規模の掘立柱建物趾が

5棟、 3間×2ないし3間で柱穴構成が不明瞭な

ものが2棟、攪乱による破壊のため不明瞭ながら

柱穴規模から推測して1号建物趾に近い規模を持

つ可能性がある建物趾が2， 3棟存在すると考え

られる。

I区南東部で古代の所産かとみられる横板組み

の井戸が1基検出されている。

今回の調査で出土した遺物は土器類では灰釉陶

器・緑釉陶器・須恵器・土師器等がみられる。時

期としては古墳時代後期（7世紀後葉）のものが

極少量ではあるが認められる｡奈良・平安時代(8

世紀中葉～9世紀後葉）のものが古代の遺物の多

勢を占る。灰釉陶器・緑釉陶器の器種には主に高

3．調査概要

古代

古代遺構：掘立柱建物趾 lO棟以上士坑

10基以上井戸 1基遺物：土器類(灰釉陶器、

緑釉陶器、須恵器、士師器） 金属製品（刀子、

釘等） その他（埴輪片、士錘等）

今回の調査では7世紀後半から9世紀後半（古

墳時代後期～奈良・平安時代）の遺構と遺物が検

出された。特に第IA区においては7間×2間の

規模をもつ1号建物趾をはじめとする多数の古代

の掘立柱建物趾と柱穴が検出された。現段階で建

物の構成が明らかとなっているものは10棟未満で

あるが、今後の整理作業における検討によりその

数は増すものと考えられる。 これらの掘立柱建物

趾の帰属時期についても整理途上のため不明瞭で

はあるが、 8世紀後葉から9世紀後葉のものが主

体をなすと考えている。

1号建物趾はIA区南部に位置する。桁行7間、

梁行2間の長方形の建物で、東側柱列外側には廟

が付くと考えられる。規模は桁行がおよそ12m、

梁行4.0m～4.2mで、芯々部面積は48㎡となる。

また東側廟部を加えた面積では62㎡前後になると

推測される。柱間寸法は桁行がl.6～1.8m、梁行

が約2mを測る。廟は東側柱列の約l.2m東に設

けられている。柱穴掘り方はおおむね平面長方形

を呈する。中世の5号溝の削平の影響を受けてい

るP13～P18の検出規模はやや小さくなっている

が、長軸が1m前後のものと、 これより一回り大
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台付椀がみられる。須恵器は坏・Ⅲ・椀類および

壺・甕類が検出されている。須恵器には白色針状

物質を含むものが目立つ。土師器は坏がもっとも

多く出土しており、ついでⅢや甕類もみられる。

9世紀代の坏は「相模型坏」 と称される在地のも

のと、 ロクロ成形による2種類のものが主体であ

る。

これらの他に高坏とみられる土器の破片が2点

検出されている。 この土器は古墳時代に見受けら

れる高坏とは明らかに様相を異にするもので、主

に8世紀代に平城京などの都城域で出土するタイ

プの高坏ではないかと考えている。また、時期は

上記の遺物より若干古いが、 5世紀中頃～6世紀

代のものとみられる埴輪の破片が近世の井戸から

1点出土している（埴輪片については横須賀市博

物館の稲村繁氏にご教示頂いた)。

土器類の他には鉄製の刀子の一部、士錘が出

土している。

中世～近世

中世～近世遺構：建物趾 2棟以上

井戸もしくは大型士坑20基以上

溝約80条その他柱穴500基以上

遺物：土器類（かわらけ、瀬戸・備前・肥前等

陶磁器） 金属製品（銭、刀子等）

木製品（椀等） 石製品（石臼、砥石等）

今回の調査では15世紀～19世紀代の遺構と遺物

が検出された。遺構には掘立柱建物趾・溝・井戸

ないし大型の士坑、ピット、士墳墓等がみられる。

遺構は調査区のほぼ全域に展開しており、その中

でも井戸ないし大型士坑およびピット群の配置に

はある程度の規則性がみられるようである。

この時期の遺構でまず目立つのが調査区を縦横

に走る多数の溝の存在である。 これらの溝には直

線的な形状を呈するものもあるが、蛇行したり、

分岐して流れるものが見受けられる。溝からの出

土遺物には15世紀代のものから19世紀代に至る幅

広い時期の遺物が含まれており、 これらの溝が4

世紀もの間改修を経ながら使用・利用され続けた

状況を示すものといえよう。

井戸．ないし大型士坑は20基以上検出されてい

る。石材ないし木枠により明らかな井戸枠が遺存

していたものはその機能に疑いをもつものではな

いが、同様な規模ながらこれらの構造物を有さな

いものについては果たして簡易な井戸であるのか

或いは水溜等の別な用途であるのかは現在の段階

では判然としない。本調査地点ではI区．Ⅱ区の

いずれにおいても遺構検出面から50cmほど掘り下

げると湧水がみられるので、単なる廃棄坑という

よりはやはりこの湧水を利用した施設であること

には間違いはないであろう。

中世から近世に属すると考えられる上。シ卜は少

なく見積もっても500口以上存在する。 これらの

ピットの大半は形状は方形ないし略円形を呈し、

径15～40cm、深さ10～40cmの規模である。 これら

のピットは調査区内に散在しているようにみえる

が、特に溝により仕切られている範囲である程度

の集中する傾向をもつようである。今後の整理作

業の進展によってはこれらの上。シ卜群の中で建物

趾に復元可能なものが数棟は含まれるであろうこ

とが予想される。

近世の士坑墓はIB区において1基検出されて

いる。形状はほぼ隅丸長方形を呈し、規模は長軸

1l0cm、短軸89cm、深さ最大38cmを測る。壁面は

ほぼ垂直に立ち上がる。人骨は士坑の西寄りの位

置で、屈葬の状態で検出された。副葬品として左

肘付近に六道銭が、覆土の上層にあたる箇所から

ほぼ完形のかわらけが2点検出された。

4． まとめ

以上のように、今回の調査では8～9世紀代を

主体とする古代の遺跡と、 l5～19世紀代の中世後

半から近世の遺跡が複合して検出された。
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のではないかと思われる。 これらについては整理

作業の進展と共に、地理的・文献的要素を加味し

た上で考察していかねばならない。

中世から近世にかけての時期では地割の溝を伴

う井戸・大型土坑と建物に復元可能なピット群が

検出された。遺物の内容については現在整理途上

なため詳細は明らかにはしえないが、瀬戸美濃の

天目茶碗や戦国期のてづくねかわらけなどの一般

的な集落からはあまり出土しない遺物が検出され

ている。 これらの遺物から推測して、遺跡周辺に

は少なくとも15～16世紀には社会的身分の高いも

のの居住施設があったと考えられる。遺跡名称と

もなっている延命寺との関連は不明な点が多い

が、 これについても、今後の整理作業の進展と共

に明らかにしていかねばならないだろう。

註

1）土屋浩美「蟹田遺跡(No.114)発掘調査報告」 『神

奈川県逗子市埋蔵文化財発掘調査報告書』 1 逗子

市教育委員会

2）若松美智子『逗子の大墓（逗子市No.92)発掘調査

報告書』逗子の大墓（逗子市No..92遺跡） 発掘調

査団

検出された古代の遺跡の中で、 1号建物趾の存

在は際立ったものといえよう。当該時期の一般的

な集落遺跡を調査した場合、竪穴住居趾とともに

3間×2ないし3間規模の側柱式の掘立柱建物趾

が検出されることは良く知られており、 この場合

の掘立柱建物は竪穴住居とセット関係にある居住

施設であると理解されている。 しかし、今回検出

された1号建物趾の規模はその一般的な掘立柱建

物のそれを大きく上回るものである｡かといって、

例えば鎌倉郡衙に比定されている鎌倉市の御成小

学校遺跡のような郡衙施設の遺構と比べると、そ

の規模や、他の遺構の規模・配置・配列等に見劣

りする点が多々ある。 このような郡衙以下、かつ

一般集落の掘立柱建物趾以上の遺構は県内でもこ

れまでに数箇所の遺跡で検出されているが、その

意義付けについて確定的なものはなく、可能性と

して役所（国衙・郡衙等の出先機関に相当するも

の)、有力富豪層の邸宅、或いは寺院等の施設が

考慮されている。本遺跡の場合、瓦や土器・金属

製品等に宗教的要素の強い遺物はこれまでのとこ

ろ確認されていないので、寺院趾の可能性は低い

と考えている。また、機能的に倉庫かと考えられ

る19号建物趾の存在、約6000㎡の敷地を調査しな

がら竪穴住居趾がその残存すら検出されなかった

こと、また出土土器の中で土師器煮沸形態の出土

量が少ないこと等を考え合わせると、富豪層の邸

宅とするよりは何らかの公的施設の可能性が高い

引用・参考文献

財団法人かながわ考古学財団 1999 「古代の大型建

物跡一役所か邸宅か－記録集」 『平成10年度（財）

かながわ考古学財団公開セミナー』
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国指定史跡旧相模川橋脚の調杳

－史跡整備事業に伴う確認調査一

大村浩司

茅ケ崎市下町屋1-551-2

茅ヶ崎市教育委員会

（教育長渡邉二郎）

大村浩司渡辺清史新倉香

史跡整備事業に伴う確認調査

2001年6月22日～9月15日

351. 7㎡(発掘調査対象105.5㎡）

所在地

調査機関

調査相当

調査目的

調査期間

調査面積

第1図遺跡位置図（1/25000）

年9月1日の関東大震災と翌年1月15日の地震によ

って茅ケ崎市下町屋1-551-2に位置する水田に

出現したもので、知らせを受けて現地の調査を行

った歴史学者沼田頼輔博士によって、源頼朝の家

臣稲毛重成が建久9年(1198)に架けた橋と推定さ

れた。

大正15(1926)年10月20日に国指定された本史跡

は、多くの人々の努力によって、溜池、そして現

在の護岸を持つ池の状態で保存されてきた。水面

からは7本の橋杭が出ており、出現時のままの状

態で見ることができる。 しかしながら、 80有余年

が過ぎた現在、橋杭は露出部分を中心に痛みが進

んでいる。痛みの主たる原因は腐朽菌と昆虫等に

よる生物風化とみられ、また、空気にさらされて

いたことも腐朽を助長させている要因と思われる

ことから、早急な対応が求められていた。

こうした状況を受けて、茅ヶ崎市教育委員会で

は、対応について文化庁ならびに県教育委員会と

1 ．遺跡の位置と立地

国史跡｢旧相模川橋脚｣は茅ケ崎市の南西部にあ

たり、相模湾の北側1.8km、現在の相模川の東1.5

km地点に位置する。すぐ北側には国道1号線が東

西に走り、西側には改修後の小出川が南流してい

る(第1図)。

茅ヶ崎市の地形は、市北部を中心とした台地・

丘陵地形と南部の低地に大きく分けることができ

る。 このうち南部の低地は、 さらに砂州・砂丘地

帯と、南西部を中心として形成された自然堤防地

形、後背湿地、 旧河道などに細分される。 「旧相

模川橋脚｣は、 このうち南西部に形成された沖積

低地に該当するが、その中でも旧河道にあたる。

調査地点にあたる池底の標高は約1mを測り湧水

する。

2．調査に至る経緯

国指定史跡「旧相模川橋脚」は、大正12(1923)
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協議を続けていたが、本史跡が指定後において正

式に調査されたことはないことから、この段階で、

指定地内における橋杭の残存状態や下部構造につ

いての状況を把握するための発掘調査を実施し、

それらの結果を踏まえ整備計画を策定することと

した。調査は、平成13年度から国・県の補助を得

ながら、茅ヶ崎市教育委員会が主体となり茅ヶ崎

市文化振興財団の協力を得て実施した。

3．調査概要

調査は、史跡保存地の池内を対象として実施す

ることとし、池底より下部の調査は、池全体のお

よそ3分の1にあたる105.5㎡を対象として行った

(第2図)。そして、①水草除去、②池の水抜き、

③生物調査、④魚捕獲と放流、⑤ごみ除去、⑥泥

土掘削搬出の順で池底の検出を行った。同時に池

底全面の精査を実施し、 この段階での橋杭状態を

観察した(写真1)。また、橋杭の記録作成と並行

して､橋杭No.5 ･6･8部分を中心に調査区(1～4区）

を設定して下層の調査を行った。なお、 この段階

で地下水を下げるためのウエルポイントを設定し

た。その後、南側部分において、橋杭の有無を確

認するための調査区(5区)を設定し行った。記録

は、通常の実測・写真撮影のほか、 レーザーによ

る測量も行ないデーター化した。

調査はこの他、科学的分析、地質学的調査を行

うとともに、考古学、土木工学、歴史学などの分

5m0

第2図調査区図(1/200)

写真1 池底精査状況

－38－



No.3を取り囲むようにl辺約3.5mの方形を呈して

おり、横板を2枚重ね内側に杭を打って支えてい

る構造である（写真3)。中からは、顕著な遺物は

出土しなかった。 この他、池底の数ヶ所から掘り

込みが確認できた。

(2)橋杭調査

池底精査により、水面より出ている7本に加え2

本の存在が明らかになり、合計9本出現したこと

が確認された。橋杭の位置は南北方向に4列、東

西方向に3列が配置されており南北方向が長い。

柱間は南北方向の心々で平均10.45m、東西方向

で平均4.34mを測る。また、南北の長軸方向がN

－45．5．－Eを測る(第2図)。

橋杭の状況は、池の水面より出ている部分につ

いては、全体の腐朽が進んでおり、特にNo.1とNo.5

は白嶬の被害が進んでいる。だたNo.2については

腐朽は少なく状況はやや良好であった。また、水

面下における橋杭状況は、露出部分に比べ全体に

良好であるものの、徐々であるが腐朽が進んでい

る状況が観察できる。 さらに、池底より下層部分

についての状況は、 No.5を見る限り良好である。

なお、橋杭の樹種はヒノキと同定されている。

橋杭9本のうちNo.5については、下部まで調査を

実施した(第4図写真4． 5)。その結果、橋杭の

規模は､残存長3m70cm､太さ約60～70cmを測る。

橋杭は横木などの組み合わせ構造はなく一本で独

立したものであった。形状は、下部を段々細くし、

野における識者にも実見して頂いた。また、保存

整備を進める上で、保存科学分野からの助言を頂

いた。 さらに、橋杭及び土層堆積部分についての

造形保存を実施するとともに、一般公開を目的と

した見学会も実施した。

(1)池底精査

泥土が約50～70cm堆積しており、多量の物(ガ

ラス瓶・ゴルフボール・釣竿・空缶など)が投げ

込まれていた。精査の結果、保存池北側部分で掘

り込みを確認した。全体に北側に緩やかに傾斜し

ており、橋杭No.9が掘り込み内に位置する。また、

この掘り込みは池外にも広がっている。掘り込み

は、泥土を中心とした土で埋まっており、中から

木製品、加工木、木片、五輪塔、礫、骨などが出

土している(写真2)。 この内、 「昭和16年｣の年号

が記された茅ヶ崎町役場時代の説明看板が注目さ

れる(第3図)。

また、池のほぼ中央で木組みを検出した。橋杭
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先端を尖らせたもので、加工の際の手斧目が観察

された。なお、木の状況から橋杭として本来の木

を天地逆に使用していることが窺えた。

(3)調査区調査

調査区(1～4区)において、水平に堆積する葉理

構造のある砂層と砂礫層が互層に堆積しているこ

とを確認し、 これらが旧河川の堆積を示している

可能性があると判断した。また、 これらの堆積層
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第4図橋杭NO5立面図(1/20)

写真5橋杭NO5先端部
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正以降)、調査区内掘り込み(大正以降) 、 旧河道

地震に伴う痕跡

出土遺物

五輪塔(風空輸・火輪・水輪・地輪） ：中世かわ

らけ、陶器：中世ガラス製品：近現代金属製

品(鎌・その他） ：近現代獣骨、木製品(看板・

杭） ：近現代土師器・須恵器：古代

中から古代の士器片(士師器・須恵器)が出土して

いる。

調査区の数ヶ所で、地震の影響による痕跡をみ

ることができた｡l区南壁面において噴礫(写真6)、

4区西壁で噴砂､同じく4区北壁で噴礫を観察した。

また、橋杭No.5･6･ 8周囲で液状化にともない吹

き上がる砂を確認した。さらに、No.8については、

平面的に橋杭の周囲に吹き上がった状態が発見で

きた(写真7)。なお、調査区1 ･2区では、粘土層

が南北に割かれた状態が検出されたが、 この原因

については、地震による地割れ、あるいは氾濫に

よる侵食などの可能性が考えられる(写真8)。

調査区5区において橋杭有無の確認作業を行っ

たが、調査できた池底面からlm50cmまでには存

在しないことが判明した。

発見遺構

橋杭9本、木組み(大正以降)、北側掘り込み(大

4．暫定保存について

調査終了後、調査前と同様に池での保存を行っ

ているが、水面より出ている部分の橋杭状況が悪

いことから、橋杭に常時水を供給する方法で応急

処置を行っている。

具体的には、橋杭に腐蝕布を巻き士襄を積み上

げ、毛細管現象を利用して水を供給している。ま

た、 白嶬の被害がひどい2本については、噴水状

に水を全体にあてて保存を行っている。

なお、整備事業のために、従前の状況が変化し

たことから、説明看板を設置し、市民等への周知

を行っている。

蕊蕊 5． まとめ

国指定史跡｢旧相模川橋脚｣は、関東大震災で出

現後、沼田博士らの努力で史跡指定され今日まで

保存されてきたが、昭和初期の溜池時代、戦後の

保存池時代を通して詳細な調査は行われていなか

った､
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今回の確認調査では、調査結果に述べたように

いくつかの知見が明らかになった。

まず、保存池の底面精査により、水面上では観

察できなかった2本の橋杭(No.8、 No.9)を確認する

ことができ、合計9本の存在を明らかにした。 こ

れは、沼田博士が現地で確認された段階での内容

を裏付けたことになる。また、底面において北側

掘り込みと木組を検出した。 ともに橋杭周辺であ

り、北側掘り込みからは｢昭和16年｣の茅ヶ崎町役

場作成の説明看板が出土していることなどから、

性格については特定できないが、橋杭出現後の大

正末から昭和初期の時期に行われた調査や整備の

足跡と考えることができる。

発掘調査は、池底の約3分の1を対象に実施し、

橋杭下部状況と士層堆積を調査した。この内、橋

杭No.5としたものは全体を検出することができ、

その規模と形状を明らかにした。その結果、今ま

で不明であった橋杭の構造が、横木等の組みもの

を持つものでなく、 1本単独で設置されておりそ

の形状も先端を細く尖らせていることが判明し

た。 こうしたことは、比較的資料の少ない橋遺構

の内容を知る上で重要であろう。また、今後、橋

全体の構造を考えていく際の資料ともなり得ると

思われる。

調査区で確認できた士層堆積部分から地震の痕

跡(噴砂・噴礫・地割れ？）が観察され、当地が地

震による影響を受けていたことが明瞭になった。

これらの資料は、橋杭出現のメカニズムを考える

上で欠かせないものであり、関東大震災の足跡と

しても貴重である。また、同じく士層堆積から河

川に特徴的にみられる堆積も確認でき、おおよそ

の流向を把握できたことは、本史跡が橋遺構であ

ることを裏付けるものであり、今後、川底などの

位置も含め詳細な検討が必要になると思われる。

さらに、砂礫層から古代遺物が出土しているが、

これらは磨滅していることから、上流から流され
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第5図旧河道と現在の地形(1/50000)

てきた可能性が高い。周辺古代遺跡への注意が必

要であろう。

以上、簡単に成果を見てきたが、今後、今回の

調査成果を踏まえると同時に、他分野の調査・研

究も合わせ、橋の構造や河川の様子、 さらには橋

につながる道など本遺跡を取り巻く景観復原を行

なっていく必要がある。

出現後およそ80年を経た橋杭は、残念ながら痛

みが進みこのままでは完全に朽ちてしまう恐れが

ある。本遺跡は、橋遺構として注目される内容の

ほか、地震による遺構の出現という特殊な内容が

加味されたもので、全国的にも貴重な遺跡である

ことを再認識し、後世に残していくための抜本的

な保存方法の作成と周辺整備を行なっていく必要

があると思われる。

文献

茅ケ崎市教育委員会2002『国指定史跡

脚』茅ケ崎市埋蔵文化財調査報告16

|日相模川橋
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しようみようI

横浜市史跡称名寺境内旧伽藍跡

一平成12． 13年度の確認調査成果一

（財）横浜市ふるさと歴史財団

所在地

調査機関

調査担当

調査目的

調査期間

横浜市金沢区金沢町212番地外

（財）横浜市ふるさと歴史財団

鹿島保宏・鈴木重信・橋本昌幸

遺構の遣存状況等の確認調査

2000年11月13日～12月27日

2001年10月9日～12月27日

2000年度：500㎡

2001年度:720nf

調査面積

域
踊嬬墨

1 ．遺跡の立地

史跡称名寺境内は、京浜急行金沢文庫駅の東

方約0.8kmに位置する。背後には、西から東に
ひなたやま

かけて金沢山・稲荷山・ 日向山の三山が取り囲

み、南側は低地が開けている。かつては惣門か

ら 「瀬戸ノ内海」や平潟湾を望むことができた

と思われる。

横浜市域南部にあたるこの付近は、地形的に

は三浦丘陵に区分され、 開析の進んだ標高

100mほどの丘陵地形が広がり、北方で多摩丘

陵と接している。その基盤をなしているのは、

新第三紀中新世から第四紀更新世の葉山・三浦・

上総の各層群で、称名寺周辺では上総層群に属

する野島層の路頭が多く見られる。

六浦湊を有する中世における金沢は、都市

「鎌倉」の経済・交通・防衛等の面で東の要衝

の地であった。称名寺と鎌倉を結ぶ主な陸上ルー

トは「瀬戸ノ内海」に沿って迂回する「白山道」

と大道一六浦湊洲崎を通過するふたつがあり、

後者のルートは13世紀中頃に整備され、幹線

道としての役割を担うこととなった。

島

第1図金沢八景と称名寺の位置（註1文献より）

2．調査経緯

史跡称名寺境内の発掘調査は、昭和年代に大

別2期に分けて実施されている。第1期は、

1971 （昭和46）年から1974年度にかけての
あじがいけ

調査で、講堂および金堂と「阿字ヶ池」東側の

施設群の確認が主たる対象とされた。第2期は、

庭園苑池整備事業に伴い、 1978年から10カ年

にわたって実施されたものである。 この結果、

反橋・平橋の復原をはじめ護岸・景石等の修景

が施され、浄土式庭園が甦った。

平成年代に至り、庫裡の建替えに伴う小規模

調査が横浜市教育委員会により、 1999 （平成

11）年2月に実施された。その後、同教育委員

会は、苑池部分を除く旧伽藍跡全体の状況を把

握するため、 2カ年にわたる確認調査計画を策

定し、 2000年度および2001年度に当財団が受
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託して発掘調査を実施した。 ここにその調査結

果の概略を発表する。

図（註2）を参考に進めることとした。

調査にあたっては、金堂と仁王門の中軸を結

ぶ線を南北方向の基線とし、仁王門北端部を起

点とする中軸線に直交する基線を設け、 10m四

方のグリッドで調査対象地をおおった。各試掘

調査区は、 このグリッドのラインに合わせ、各

施設の想定位置に設定した。

3．調査概要

発掘調査は、国重要文化財「称名寺絵図」

（紙背の「結界記」 に元亨3年2月24日の日

付あり） 、および森穂の称名寺境内旧伽藍復原

:…昭和の発掘調査トレンチ

｜ 平成の発掘調査トレンチ

縮尺1 : 1,500

第2図称名寺境内旧伽藍跡関連調査区位置関係図
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写真1 講堂基壇北東隅部の検出状況（北東より）

第3図 「称名寺絵図」

2000年度の調査は、講堂とその背後に位置
ほうじょう じょうち りょうかいどう そうぼう

する方丈・浄地・両界堂・僧坊等の諸施設、お

よび1999年に確認されたやぐらを対象として

実施した。 2001年度の調査は、三重塔部分、

「阿字ガ池」西側の旧県立金沢文庫跡地部分お
うんどう くいん あんどう むじよういん

よび東側に位置する雲堂・庫院・行堂・無常院・
きょうぞぅ

経蔵等の施設群を対象とした。

2000年度の主な調査成果

【講堂・浄地部分】

この部分は昭和第1期の調査である程度確認

されていた部分にあたる。講堂については、十

文字に試掘調査区を設定し、 まず基壇端部およ

び上面の状況確認を実施した。 この結果、東西

25m、南北19m、高さ約40cmの規模を有する

こと、上面は後世の耕作等により削平されてお

り、礎石等が遣存しないこと、基壇周囲に幅

0.7～1.9mの浅い溝状の窪みがめく．り、一部に

砂質凝灰岩製の礎石が見られることなどが確認

された（写真1) 。次いで、講堂基壇の築成状

況を断面で観察するために、一部を基盤層まで

掘削した。 この結果、基壇周辺で確認された地

業面より70～80cm下に基底面があり、基壇周

写真2講堂基壇西側の士層堆積状況（南西より）

辺の地業面のレベルで土層の堆積状況が異なる

ことが明らかにされた。地業面より上位が比較

的大きなシルト岩ブロックを乱雑に積上げられ、

隙間に灰褐色土やシルト岩の小ブロックが充填

されているのに対して、下位ではシルト岩ブロッ

クと黒褐色土を互層とする版築が施されている

（写真2） 。建替えに伴う痕跡であろうか？

講堂の北北東に位置する浄地部分の調査では、

明確な建物杜を検出できなかったが、講堂から

写真3講堂北側の溝遺物出土状況断面（南より）
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続く地業面の下から平面方形を呈する複数のピッ

ト、講堂北端部より6mほど北で完形のかわら

け・鉄津・ふいどの羽口などの遺物、多量の炭

を伴う溝状遺構が検出された（写真3） 。

【方丈部分】

礎石状の砂質凝灰岩切石やシルト岩切石やピッ

ト、片側縁辺にシルト岩ブロックを伴う浅い溝

状遺構が検出された。

【両界堂部分】

東西方向に複数の砂質凝灰岩製の礎石とその

抜き取り痕が確認された（写真4） 。 また、 こ

れらの北西部に南北約3m、東西1.5mの範囲

に玉石敷きが検出されている（写真5） 。 これ

らは両界堂に関連するものと推定されるが、礎

石については、検出状況から複数時期・複数の

組み合せが想定される。 この部分では、青磁の

香炉片・かわらけ・瓦などが出土している。

【僧坊および僧坊裏建物群】

試掘調査区7区を設定したが、広範囲に及ぶ

ため検出された遺構相互の関連を把握すること

が困難であった。検出された遺構としては、礎

石状の砂質凝灰岩切石・玉石列、杭留めの縁木

を伴う溝などがある。礎石状の切石は、検出レ

ベルが異なるものが多く、その並びも明確では

ない。複数の地業面が認められ、玉石列は宝永

火山灰層直下の地業層、縁木を伴う溝はそれよ

り下位の地業層で検出されたものであり、 この

下部にも数層の地業層が認められる。

【その他の遺構】

ここでは「称名寺絵図」に描かれていない主

な遺構について簡単にふれる。

・水路状遺構

両界堂推定地の南側に設定した調査区で検出

された。幅70cm、深さ20cmをはかる東西方

向の溝で、縁石を伴う。縁石は北側に砂質凝灰

岩、南側にシルト岩の切石が配されている。東

半部は抜き取られており、遣存状態が悪い。底

面から「永福寺」銘軒平瓦2点（いずれも「永」

の字を欠く）を含む瓦類や多量のこけら状薄板

豊嬢灘
雛

蕊
蝿咽別

竜
魚

〕

慈

呼

写真4 両界堂北側の礎石検出状況（西より）
癖

溌蕊蕊議

轟 ~
一

写真5両界堂北西部の玉石敷き検出状況（北より） 写真6水路状遺構出土の「永福寺」名宇瓦
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が出土している（写真6） 。

・やく、ら

両界堂推定地の北西の崖面に位置する。玄室

および羨道部のみ調査した。玄室は4×4mの

方形をなし、横断面の形状は高さ約2mの長方

形を呈する。底面は、奥壁部で標高約10mを

はかり、羨道部に向って緩やかに傾斜し、羨道

側に段がある。壁際には排水溝が巡らされてい

る。西側袖部付近の底面には深さ約60cmの長

方形掘り込みが見られる。羨道は、玄室中央よ

り西に寄っており、底面はやや急勾配をなして

いる （写真7） 。主軸方位はN-38o Eであ

る。出土遺物には、かわらけ・陶器・瓦・伊勢

系土鍋などがある。 15世紀代に降るものと推定

される。なお、 「称名寺絵図」に描かれている

結界の内側に位置する点は注目される。

写真8三重塔北側調査区検出のピット群（東より）

【阿弥陀堂部分】

称名寺絵図に「称名寺」 と記されている。旧

県立金沢文庫の跡地にあたり、阿字ケ池畔の参

道より約2m高い平場となっている。調査の結

果、各所に旧県立金沢文庫建物の基礎が存在し、

上面が削平されているなど、全体の遣存状況が

良くないことが判明した。深いところで現地表

下約3mに旧表土層（黒色土） とみられる整地

面があり、一部に玉石敷きやシルト岩の石列が

検出された。その直上に数枚の地業面が確認さ

れ、その上位には2m以上にわたってシルト岩

ブロックが積上げられていた。 この調査対象地

南東部に設定した調査区では、阿字ヶ池側の端

部が確認され、約35．の傾斜面が検出された。

この下端には珪質砂岩・珪質頁岩を主体とする

玉石敷きが認められ、景石とみられる凝灰質砂

岩の大ブロックも見られた。底面より若干浮い

たレベルで15世紀に降るかわらけが出土して

おり、当該地が現在の状況に拡張されたのはそ

れ以降と判断された。また、斜面を覆う状況で、

破砕貝を混じえる黒色土の堆積が認められた。

この土層堆積状況は北東部に設定した調査区で

も確認されており、平地上面に化粧土として用

いられていた可能性が考えられる。斜面下端の

標高はおよそ7.8mをはかり、阿字ケ池畔に続

くものと推定される。 この部分では旧表土整地

面まで約40cmをはかる（写真9) 。なお、称

写真7 やぐら近景（南より）

2000年度の主な調査成果

【三重塔部分】

表土層下がシルト岩盤層となっており、方形

のピット群が検出された（写真8） 。そのうち

のひとつには、安山岩製の礎石をとどめるもの

があった。東側の調査区では岩盤の直上に層厚

8cmほどの地業層が存在し、 ピット群の多く

はこの地業層を除去した段階で確認された。中

央部は周辺部に比べ、 レベルが高い傾向にある。

出土遺物は少なく、鉄製の釘が目立った。
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クを伴う。東司との関連については不明である。

【その他の主な遺構】

・石列遺構

東側中央部の無常院推定地に設定した調査区

で検出され、北東南西方向に延びる。幅60～

80cm、長さ7m以上をはかる。 10～40cm大

の凝灰質砂岩を主体とし、火熱を受けたシルト

岩切石も認められる（写真10) 。上面の標高は

7.8～8.0mで、北から南に若干傾斜している。

性格等については不明で、称名寺絵図にも描か

れていない。

写真9 阿弥陀堂部分南東部の地業層（南より）

名寺絵図には「称名寺｜ に至る階段と北側の顕

時・貞顯墓所に至る階段が描かれており、今回

の調査でこのふたつの階段の確認を試みたが、

その状況を明確にできなかった。また、墓所に

ついては、 「称名寺」の敷地同様シルト岩ブロッ

クを積上げて造成されていることが判明した。

【講堂と阿字ヶ池を結ぶ中軸線東側の施設群】
うんどう くいん あんどう

地蔵院・骨堂を除く経蔵・雲堂・庫院・行堂

などを対象とした。 この一帯はやや広い面積が

ある上、苑池の整備に伴う調査の際に約1mに

及ぶ残土が置かれており、 この除去作業を伴っ

た。そのため、調査地点をある程度限定せざる

を得なかった。経蔵推定地の調査では砂岩製の

礎石が検出されたが、経蔵との関連は明らかに

できなかった。 この検出面より下部にも地業面

が認められた。雲堂および庫院推定地の調査で

は、明確な建物の痕跡は認められなかった。か

わらけ等の遺物が集中して出土する地点が存在

し、少なくとも3面の地業面が存在することが

明らかにされた。浴室推定地では、礎石状の切

石が単発的に検出されたが、詳細を明らかにす

ることができなかった。 ここでも複数の地業面
とうす

が確認された。東司推定地では、北東南西方

向の樋状の木製品が検出された。長さ3m以上、

幅50～60cmをはかり、一木を事lり貫いたもの

である。一部に裏込めとみられるシルト岩ブロッ

写真10無常院推定地検出の石列遺構（北より）

4．まとめ

2カ年にわたる確認調査の結果、断片的であ

るが各所に何らかの遺構が遣存すること、また、

複数の地業面が存在し、称名寺絵図に描かれて

いない遺構も存在することなどが確認された。
かねさわ

特に、複数の地業面の存在は、金沢北条三代に

わたる造営・整備の過程とどのような関係にあ

るか、今後の大きな課題となるものである。

（文責：鈴木重信）

註

l神奈川県立金沢文庫編 1993『金沢八景一歴史・

景観・美術一」

2 森穂 1969 「結界図による称名寺の復原的考

察」 『大和文化研究』第14巻第10号
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に l ・）十J

津久井城跡

戦国居館と近世屋敷の調査

野口浩史・近藤英夫

建設が計画されており県有地化が進められてい

る。中世においてこの地域は小田原北条氏と甲斐

武田氏の境目に位置し､重要な役割を担っていた。津久井町根小屋字城坂223ほか

津久井城遺跡調査団

近藤英夫

学術調査

平成8年～継続中

約1370nf

所在地

調査機関

調査担当

調査目的

調査期間

調査面積

2．調査の経緯

城山の公園整備を契機に本調査団の前身である

津久井城趾調査団によって、平成6年に同地点の

発掘調査と、津久井城全域の地名調査および文献

研究が行なわれた。

平成7年に新たに津久井町教育委員会を中心に

調査会、調査団が組織された。津久井城について

学術的に調査、研究を行ない、 これを中心とした

地域文化について理解を深めることを目的として

いる。調査期間は平成8年から5年間であったが、

終了後さらに3年間の予定で調査を継続している。

発掘調査は、可能な限り遺構の保護に努め、 また

将来、史跡公園として整備されることを前提とし

1 ．遺跡の立地

津久井城は神奈川県北部の津久井町、城山町に

またがり築造された根小屋式城郭である。山間部

を抜けて相模原台地に注ぎ込む相模川の谷口部の

南岸(右岸)にそびえる独立峰に構築されている

（第1図)。 この独立峰は「城山」 「宝ヶ峰」 と呼

称されており、現在、 「城山」全域は県立公園の

第1図遺跡位置図(1/30000)大正14年の地図を使用
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て調査後は埋め戻しを行ない、遺跡の原形を保つ

ようにすることを主旨として進めている。また、

発掘調査の他に周辺や頂上部の曲輪の測量調査

（第2図）を行なっている。本調査の刊行物とし

ては、年度毎の概報である『津久井城の調査(I

~V)」があり、 5冊の総括としての報告書を現

在作成中である。

また平成10年から現在にかけて、かながわ考古

学財団によって根小屋地区に所在する伝近世代官

守屋左太夫の「陣屋跡｣、そして「しんでん」の

発掘調査が行なわれ、牢屋の沢を挟んで「陣屋跡」

との間にかかる橋の存在を明らかにしている。

掘立柱建物はF－4．5区で主に発見している(第

4図)。方形、円形の柱穴群を確認しているが、建

物規模の復元には至っていない。掘立柱建物の柱

穴の重複によって数度の建て替えが行なわれたこ

とが確認できる。また、 これら柱穴群の周辺で焼

土の堆積を確認している。そしてかわらけを転用
るつぼ 、 ふいご

した増渦（第9図12)、輪の羽口 （同13． 14)が

出土しており、鍛冶工房趾の存在が推測できるが

具体的な遺構は未だ明らかではない。

これら掘立柱建物よりも遅れて、曲輪中央部を

横断するように長さ37mを超える（一部未調査)、

深さ3mの箱堀(1号堀）が作られている。 1号堀

の山側に沿って士塁が積まれていたことも堆積状

況から確認している。西側の士塁は地山のローム

を削り残して基部としたうえで版築盛士を行なっ

ていることが確認できた。

曲輪東側のG・H－5．6区では、 2号堀が造営さ

れている。長さ8m、深さl.6mである。 2号堀の南

には、底部に石敷きが施され、礫石と粘土による

壁を持った半地下式の建物趾を発見している。類

例からみれば「焔硝蔵」の可能性が高い（第5図)。

また曲輪西側B－6区では士塁の切れ目から道状

の硬化面を発見している。 この面自体は近世にあ

たると考えられるが、下面で石組みの側溝を発見

し、近世以前にも道として使用されていたことが

確認された。根小屋から牢屋の沢を回りこんで御

屋敷跡に至る虎口がこの付近に存在したと考えら

れる。

出土遺物は15世紀後半から16世紀前半の陶磁器

（第9図l～3)、 16世紀中頃の捨鉢（同4)などが

出土しており、 これらに箱形のかわらけが伴って

いる。

中世末一落城直後

堀の覆土からは天正期(1572～1590)の陶磁器

（第9図6)、かわらけ（同7．8）が出土している。

このことから、 1号堀の埋め立て時期は天正18年

3．調査の概要

津久井城の歴史について文献史料からは築城時

期は明らかでないが、 「妙法寺記」 (1524)に「(前

略）未津久井ノ城不落」 とあるのが文献での津久

井城の初出である。そして天正18年(1590)には

豐臣秀吉の小田原攻めにともない落城している。

落城後は代官として彦坂氏、伊奈氏、守屋氏、野

村氏がこの地を治めており、寛文4 (1664)年の

検地によって「農民持畑」 となっている。

発掘調査地点はおもに、城主内藤氏が屋敷を構

えたという伝承や絵図面が示す「御屋敷跡」であ

る（第3図)。 「御屋敷跡」では発掘調査によって、

中世後期から近世にわたる遺構､遺物を発見した。

以下、その概要について述べる。

中世

文献からは築城の時期は明らかでないが、 15世

紀から16世紀初頭まで遡る可能性があるかわらけ

および陶磁器が出士している。 これにより文献上

の津久井城の初出以前から曲輪が存在していた可

能性が強い。遺構の時期細分は未だ検討中である

が、中世を通して掘立柱建物が営まれ、後半にな

って堀などの防御施設が造営されたことが分かっ

ている。
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の落城直後の時期に相当するものと考えている。

近世

近世、すなわち堀が埋め立てられてからは少な

くとも3時期の遺構が確認されている。曲輪中央

のD･E-4区では堀を埋めた後に石組の水路を設

け、それを埋めた後に2回にわたって礎石建物（古

： 2号建物趾、新: 1号建物趾）が作られている。

2号建物趾の規模は、 1O×6mである。その直上に

は、焼土・灰土が堆積しており ．火災が生じたこ

とが確認できる。

また、曲輪西側B-4･5、 C－4区ではL字形に配

された石積み(1号石積み）が構築されている。

これは中世の士塁を切り崩して平坦にした後に土

地区画したものと考えられる （第6図)。

今夏の調査で、曲輪東側から入口施設と思われ

る遺構を発見している。石を2段に積み上げて壁

をつくり、脇に側溝を配置している （第7図)。

この時期の出土遺物は、志野（第9図9） ・唐津

（同10)の皿などが挙げられる。

寛文4(1664)年に検地によってこの一帯が「農

民持畑」になったところで御屋敷跡における居住

が終わる。畝跡の発見および幕末から明治時代に

かけての陶磁器の出土から、それ以後にも土地利

用がなされていたことが明らかである。

4° まとめ

現在までの発掘調査において少なくとも15世紀

末から17世紀までの遺構、遺物を発見した。今春

からの調査は、今夏発見の入口相当施設を中心に

して発掘調査を行なっていく予定である。発見遺

構や遺物、特に鍛冶関連施設、焔硝蔵などについ

ては先学諸兄にご指導を賜りたいと願う次第であ

る。

文献

神奈川県津久井土木事務所・津久井城吐調査団『津久

井城』、 l998

近藤英夫ほか『津久井城の調査I～v」津久井城遺跡

調査会・津久井町教育委員会、 1997～2001

第3図御屋敷跡周辺曲輪配置第2図津久井城全体図
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第4図御屋敷跡全体図（1/700）
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おだわらじ 上 う さんのまる寸一ぎうらへいだゆうていあと

小田原城三の丸杉浦平太夫邸跡

一元禄期前後の武家屋敷の調査一

木村吉行・井関文明

箒
小田原市本町一丁目7－9

（財）かながわ考古学財団

木村吉行・井関文明

横浜地家裁小田原支部庁舎建替工事に

伴う事前調査

2000年10月1日～12月27日

314.42nf

所在地

調査期間

調査担当

調査目的
篭藷鼓膏

調査期間

調査面積

1 ．遺跡の立地

本遺跡はJR小田原駅の南東約0.6km、小田原

城天守閣より東南東約0.4km、同大手門跡より市

道を隔てて南に位置する （第1図)。本地点は現

地表面での標高が8.4mを測る。完新世に形成さ

れた沖積低地に位置し、その基盤層は縄文海進時

の砂層であると言われている。本遺跡名の「杉浦

平太夫」は「文久図」 (1861～1863年頃）に由来

する。これより前の「田辺図」 (1660年）では「稲

葉七郎兵平衛｣、 「松原図」 （延宝～天和の頃）で

は「稲葉酒之允｣、 「静嘉堂元禄図」 （元禄末～宝

永の頃）では「加藤孫太夫」等の人物名が読みと

れる。

第1図遺跡位置図

3回目 （第Ⅲ地点） となる今回の調査は最高裁

判所の依頼を受け、横浜地家裁小田原支部庁舎の

建替工事で破壊される範囲を中心に、実施される

こととなった。

3．調査概要

中世

遺構の種別及び数は、士坑51 ･溝状遺構2 ･礫群

1 ．方形竪穴遺構6 ．石組遺構1 ．井戸趾1 ．ピット

群1である。遺構は近世以降の整地や造成による

影響が少なく、全体で確認された。

その分布は、方形竪穴遺構群が北側を、士坑群

・礫群・上･ツト群が南側を中心とする（第2図)。

またこれらの遺構の年代は明染付、瀬戸・美濃大

窯段階の陶器、初山窯製品、かわらけ等から、小

田原編年のⅡb期に当たる天正年間(16世紀第4

四半期）が中心とされる。

2．調査経緯

調査はこれまで1988年5月と、同年7～ll月に

2回実施されている｡ 2回目 （第Ⅱ地点）の調査

では近代の旧裁判所建物跡や近世の池跡等が検出

された。
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上層から宝永火山灰が検出された北砂利敷は、下

位に宝永以前の瓦を敷設し、南砂利敷を改変して

構築されたものと判明した。 19号士坑では17世紀

後半～18世紀前半までの肥前系陶磁器が大半を占

め、かわらけ、焼塩壺等も出土した。 19号士坑と

出土遺物全体の内容が類似する20号士坑では、本

地点における遺構内最多の約1,800点の遺物を数

え、広義の柿右衛門様式の色絵瓶・皿、 ワイング

ラス形の染付小杯、瑠璃釉金彩仏飯碗が出土し、

県内では類例がなく注目される（第4図2～5)。

この20号士坑の遺物群は伊万里くらわんか手の出

現を画期とする小田原編年のV期(17世紀末～18

世紀末）の中では、 18世紀前半までの所産と理解

される。他に近世の注目される遺物では稲葉の家

紋瓦とされる「折敷に三」や、雌部内面を銅メッ

キした海老錠が出土した。

近代以降

遺構では関東大震災直後の廃棄士坑や大正時代

に建替られた小田原区裁判所の官舎と調停判事室

兼調停室跡が検出され、遺物では明治期の型紙・

銅版摺りの印判染付磁器等が出土した。

近世

遺構の種別及び数は、土坑26．溝状遺構3 ．砂利敷

遺構3 ．集石2 ．礫群2 ．石組遺構2 ．瓦溜り1 ．ピ

ット群1である。遺構は上・下層とも近代以降の

土地改変等により本地点の北側では確認されなか

った。

近世上層出土遺物から19世紀前葉頃(幕末期）

までと推定される最終整地層で、本層中で検出さ

れた遺構面を近世上面とした。遺構では屋敷地内

の簡易的な排水施設と考えられる区画溝や建物跡

の一部と思われるピット群等が検出され、遺物で

は肥前、瀬戸・美濃系磁器や瀬戸・美濃、京都・

信楽、堺系の陶器が出土した。

近世下層出土遺物からl7～18世紀中葉までと

推定される層で、本層中で検出された遺構面を近

世下面とした（第3図)。遺構は大量の遺物を伴

う廃棄土坑を中心とし、その年代は遺構間の切合

いや検出層位、出土遺物全体の組成等から17世紀

前～中葉（25号土坑・ 1号石組等)、 l7世紀中～

後半(17号士坑等)、 17世紀後～18世紀前半(19

･20号士坑・ 1号砂利敷等)、 18世紀中葉(18号

士坑等） と異なる。 25号土坑では生掛けの初期伊

万里・明染付Ⅲ、総織部輪花Ⅲの他、サザエ等の

貝類や分析により食用犬骨とされた獣骨等が発見

された。 17号士坑では、古九谷様式の五彩手Ⅲが

出土した（第4図1）。

ところで伊万里磁器の出現を画期とする小田原

編年のⅣ期(17世紀中～末）の中では、 25号土坑

の遺物群はより古く、 17号土坑の遺物群はより新

しく位置づけられる。石敷を底面に持つ1号石組

は県内では類例がなく、覆土の分析から排水施設

と類推される （第2図)。 1号砂利敷は南側を区

画する南砂利敷と北側を区画する北砂利敷に区別

され、いずれも屋敷内の区画に関連する雨落ちと

推察される （第4図)。切合い関係等から石列を

伴う南砂利敷は19号土坑や北砂利敷よりも古く、

4． まとめ

本地点の調査では近世前半の遺物と遺構が主体

を占め、その中でも時期によって遺構の占地や方

向の違いが確認された。 これらの違いにおいて特

に重要なのは、古絵図に符合する元禄末～宝永頃

と推定される遺構である。 これらの遺構の変遷に

よって、稲葉氏から大久保氏への城主の交替とそ

れに伴う稲葉氏から加藤氏への家老の交替時に、

本屋敷地内の改変があったものと理解される。 さ

らに古絵図との関係から、 これらの遺構と前後す

る近世遺構は、 l7世紀中～末では稲葉氏、 18世紀

代では加藤氏と異なる家老屋敷の所産と推定され

る。
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第3図近世下層遺構全体図（1/300）
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写真2近世遺構遠景(20号土坑付近）写真1 遺跡遠景
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I k ・ノ に ；二

小田原市小田原城総構伝肇寺西第1地点

城下きっての障子堀

山口剛志

小田原市板橋字堂崖敷730番35号外l筆

小田原市教育委員会

山口lill志

個人住宅建設に伴う事前調査

2001年10月22日～12月22n

所在地

調査機関

調査担当

調査目的

調査期間

調査面積 604nf

1 ．調査に至る経緯

当該地は、小田原市No,62遺跡にあたる小出原城

総構に位置する。個人住宅建設に伴う造成工事が

行われることになったため、事前の発掘調査を実

施した。また、発掘調査経費については、個人住

宅建設に伴う事前調査であることから、全額を国

庫補助事業で対応した。

第1図遺跡位置函（1/25‘OOO）

3．調査の経過

発掘調査は、樹木伐採後の2001年10月22日から

士塁部分より開始した。版築された土塁を掘り下

げながら、 lljl6日までには土塁の掘り込みを検

出した。 主た、 この上面で確認された溝・柱穴の

調査も行い、 11月21口までには土塁の調査をほぼ

終rした。

堀法面については、 10月30日より調査区南側か

ら検出を開始し、 llﾉ18日までに法向上半部を検

出した。そして、 11月12日から堀覆土の掘り下げ

を開始して堀底の検出に努めたが、予想以上に大

規模な堀であったために掘りトーげは難航し、 12月

lOHまでを費やした。

その後、写真撮影・実測を行い、 12月22日まで

に調査をすべて終了した。

2．遺跡の立地と環境

小田原城総構は、天正18年(1590)gll｣秀吉に

よる小田原攻めに備えて北条氏が構築した遺構で

ある。小田原城の周囲約9kmにわたって堀と土塁

が巡っており、城下町をも城域に取り込んでいる

ことが最大の特徴である。総構は、 これまでに本

地点を含め18地点で調査が実施されており、北条

氏が積極的に採用した障子堀の形態であったこと

が確認されている。

本地点は、総構西側にあたる天神l l l丘陵西側斜

面上に位置し、標高は38～45mを測る。伝筆寺西

地点として仮称されており、現況では堀法面と士

塁が確認できたところである。 しかし、本地点周

辺は、すでに開発が進んでいるために総構の面影

はほとんど残されていない。

4．調査概要

本地点では、総構堀・士塁、溝2、柱穴16のほ

か､地震の地割れ跡が多数検出された。ここでは、
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総構の堀と士塁について概説する。

（1）総構堀

総構堀は、両側法面が検出できたために全体像

を明らかにできた。規模は、長さ25.3m以上、堀

幅15.8m、堀底幅6.35m、深さlO.2mを測り、非

常に大規模な堀であった（第2．3図)。

法面は、東側で地震による地害'lれ痕が多数認め

られ、原形をとどめていない程に地滑りを起こし

て激しく起伏していた。西側は、地震の影響はあ

まり受けておらず、 60．前後の角度で直線的に立

ち上がり、比高差は6.2mを測る。

堀底には、長さ8.0m、上端幅0.5～l.0m、下

端幅2.2～2.3m、高さ1.2～l.7mを測る堀障子が

1箇所認められ、その上端西寄りには排水用と推

定される溝が1箇所構築されていた。堀底は、 こ

の堀障子を境にして北側が高く、南側が低くなっ

ている。

覆土は、 自然埋没士と人為的埋没土に大別され

る。 自然埋没士は第1層が相当し、 この上層付近

で宝永4年(1707)降灰の宝永スコリアが確認さ

れている。第Ⅱ層は、士塁に道路状遺構が構築さ

れた際に流れ込んだ人為的埋没士と推定され、近

代の所産と思われる。第Ⅲ層は、本地点周辺が宅

地造成された際に埋められた現代の人為的埋没士

と考えられる。第Ⅳ層は、水平堆積を示す表土層

である。

出土遺物は、中．近世の中国・肥前磁器、瀬戸

・美濃陶器、かわらけのほか、五輪塔などの石製

品や鉄津などが少量認められた。

(2)総構土塁

士塁は、 自然地形を掘り込んで平坦面を形成し

たところから版築して築かれている。調査区ほぼ

中央では、 この掘り込み東壁が検出されており、

堀法面までの上端幅3.9m、下端幅3.3m、深さ65

cmを測る◎壁が検出されなかった部分は、最大5.

4m以上の幅を測る平坦面である。

士塁は第V層が相当するが、 これは近代に構築

されたと思われる道路状遺構の覆土やその後の攪

乱であり、本来の土塁を形成する土居ではない。

調査区北壁では、上半部が近・現代の攪乱を受け

ていたものの、下半部は関東ローム層や黒色スコ

リア層などによってほぼ水平に版築された士塁を

形成する士層が確認されている。 ここでの士塁の

高さは、 2.35mを測る。

士塁からの出土遺物は、中国磁器、瀬戸・美濃

陶器、かわらけなど16世紀に属するもので、総構

の構築時期を示す資料として注目される。

5．まとめ

本地点の調査では、上端幅l5.8m、下端幅6.35

m、深さlO.2mを測る大規模な堀が検出された。

このような大規模な堀が構築されたのは、本地点
ふたえと Irり

が総構西側の虎口のひとつ「二重戸張」の南側に

位置すること、秀吉のいる西からの攻撃に備えて

いたことなどが主な理由であろう。

また、堀底を仕切るための堀障子が1箇所検出

されており、総構堀は北条氏が積極的に用いた障

子堀の形態であったことが再確認された。

土塁は、上半部が攪乱されていたなど予想より

遣存状態は不良であったが、 自然地形を掘り込ん

で平坦面を形成し、 ここからほぼ水平に版築して

築かれていたことなど、その構造が明らかとなっ

た。確認された士塁幅が最大5.4m以上の規模で

あることから考えて、大規模な堀に見合う士塁が

構築されていたと推測される。

さらに、堀法面と士塁には、地震による地割れ

痕が多数認められた。士塁が地割れでずれを生じ

ていることから、総構が構築された16世紀末以降

の地震によるものであるが、 どの時期の地震によ

るものか、現時点では特定できない。

今後は、平成15年度の報告書刊行までにさらに

検討を加え、総構の構造を明らかにしたい。
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写真3土塁土層堆積状況（南から）
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第1図遺跡位置図

め、横須賀市緑政部によって猿島を都市公園とし

て整備する計画が策定された。

今回の確認調査は公園整備の実施計画策定に先

立って行ったもので､島全域を調査対象とした(第

2図)。 また、猿島砲台に関連する煉瓦構造物が

地表に露出していたため、 これらも調査対象とし

1 ．遺跡の位置

猿島は横須賀新港沖1.7kmに位置する無人島で、

北緯35｡ 17′ 、東経139｡ 40′に位置している（第

1図)。南北約450m、東西約200mの細長い島で、

周囲の海岸は急峻な海蝕崖が形成され、島の頂部

に標高40m前後の平坦面が存在する。

猿島の頂部は縄文時代の猿島遺跡、島北端部の

海蝕洞穴は弥生～古墳時代前期の貝塚を伴う猿島

洞穴遺跡である。島全体は幕末の猿島台場跡、近

代の猿島砲台跡で、同時に第2次世界大戦中に高

角砲陣地が築かれた戦跡遺跡としての性格もあわ

せもち､時期・性格の異なる遺跡が存在するため、

猿島遺跡群と総称する。調査では縄文～近世の遺

物・遺構も発見されたが、 ここでは近代遺跡とし

ての猿島砲台に関わる遺構を紹介する。

た

2．調査経過

猿島は国有地であるが、平成7年度以降、横須

賀市が財務省から管理委託されている。その後、

旧軍港市転換法にもとづき無償譲渡を受けるた

－67－ 第2図調査地点位置図



1門ごとに胸培と横堵が設けられた4門編成の露

天砲台である。切通しは幕末に形成された大輪戸

台場と西側山頂間の斜面に沿って、第2砲台は台

場の平坦面を南側に拡張して構築されている （第

3 ．4図)◎

燧道は島の主軸に平行に作られているため、入

口は大輪戸台場の北側斜面とは異なった方向とな

っている。そのため、燧道入口から切通しの直線

的な部分へ連結する屈曲した導線が作られること

になる。燧道北側に存在する露天堀の空間の東側

山頂は27センチ加農砲が配備された2門編成の第

1砲台で、その地下に弾薬庫が存在する。 この露

天掘り空間は亥の崎台場と西側の山頂部との間に

存在する斜面に沿って、第1砲台は亥の崎台場地

の平坦面を利用して構築されている。

これらの施設が猿島砲台の基本的な造営物で、

第1砲台が第2海壜を中心とした火線、第2砲台

が第3海墜と観音崎砲台方面の火線をとること

で、両海墜、観音崎砲台と連動して東京湾西岸の

防備機能を果たしている。

3．猿島砲台の概要

明治政府は台場に代え、 ヨーロッパの近代技術

にもとづいた洋式砲台による海岸防備計画を模索

したが、明治12(1879)年に陸軍大尉西田明則によ

って提出された「東京湾要塞建設論」が採用され、

明治13(1880)年、観音崎第1 ･ 2砲台築造をかわ

きりに諸砲台建設が進められていった。

猿島砲台は明治l4(1881)年ll月5日に起工し、

明治17(1884)年6月30日に竣工したもので、砲台

の幹道は島中央を縦断している。島南端の桟橋か

ら、電気灯機関舎等の施設が存在する土地を回り

込む坂道が直線的な切通しに連続し､燧道を抜け、

露天掘り空間に至っている。露天掘り空間の東端

には島の東側に抜ける小燧道が存在する。

切通しに至る坂道は西側には開けているが、南

東から北側にかけては自然の尾根を垂直に切った

切岸で掩蔽されている。切通しは石積擁壁によっ

て護岸され、その東壁には煉瓦壁の入口をもつ弾

薬庫、兵舎などの地下施設が存在する。 この上の

土地は24センチ加農砲が配備された第2砲台で、

27cm

第4号

瀞灘嬢蝋 薑
場

第3号~ ■一

第2号

職婁

囲

蕊
24cm

～フ

国立公文書館蔵「相模国猿島砲台配置之図」を一部改変して使用
春日社・番所・人足溜は推定位置

第3図猿島台場説明図（約1／1000）

－－_ ‐ゞ二二二－－皿100m

第4図猿島砲台説明図
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いる煉瓦は小口6()×1l0mm、長手220mmの赤褐色を

呈するもので、出隅部の処理は七五煉瓦が用いら

れ、煉瓦組積法はイギリス積(狭義のオランダ積）

である。 この煉瓦建造物の西側には近接して煉瓦

積の煙突が立っているが、使用される煉瓦は電気

灯機関舎に使用される煉瓦と近似し、煉瓦組積法

はイギリス積ないしはオランダ積である。

4．現存する砲台関連の遺構

猿島砲台の造営物は山頂部の施設以外は保存状

況が良好で、明治前期から中期にかけての士木技

術を伝える海岸護岸、切通し石積、燧道、煉瓦構

造物などの近代遺産が現存している。

猿島の海岸線は横目地の通った布積護岸で覆わ

れている(写真1）。護岸石積は70．前後の勾配で

直線的に積み上げられ、上部には跳出部が存在し

ている。護岸前面には断面が弧状の曲線を描く幅

1lnの布積の消波工石積みが伴い、 このふたつの

構造体で護岸が構成されている。消波工石積と護

岸は安山岩の問知石が使用され、 さらに裏込石の

内側には朧灰岩の角柱状の切石を用いた階段状の

石積が存在している。切通し東西壁の石積は横方

向の同じ段に小口と長手が交互に並べられた布積

護岸で、ブラフ積と呼ばれる積み方である （写真

2）。東壁は石積下部にゆるやかな勾配をもつ形

状で、積石は小口一辺45cnl、長手90cm前後の角柱

状の凝灰質礫岩が用いられている。西壁は東壁の

ような反りを持たずに垂直に立ち上がり、積石に

は小口一辺30cm、長手90cm前後の角柱状の凝灰質

礫岩が用いられ、東壁とはその形状と積石の規格

が異なっている。

燧道は幅4m、全長は88.7mで、内面はフラン

ス積の煉瓦壁で覆われている。燧道西側の壁には

アーチ状の入口部をもつ地下施設が存在し、 フラ

ンス積の煉瓦積で構築された二層構造で、 1階南

側の施設群、 1階北側の施設群、 2階の施設群の

各々独立した3施設群から構成されている （写真

2）。 ここで採集される煉瓦の刻印はすべて「東

洋組西尾分局士族就産所」である（写真4－5）。

島南部に存在する煉瓦建造物は明治28(1895)年

に竣工報告の出された電気灯機関舎で、室内は煉

瓦壁で仕切られた2室と壁から外側に突出した小

部屋からなる （写真3）。室内の煉瓦壁にアーチ

状の木枠をはめ込んだ窓が存在する。使用されて

写真1 西海岸の護岸石積

写真2切通しと燧道入口

WJ｡
霧
》
灘
灘

識

蝋

写真3煉瓦造電気灯機関舎
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5． A地点の煉瓦構造物群

A地点は地表に露出した煉瓦構造物（第2～3

号煉瓦構造物）が存在するだけで、砲台としての

機能については詳細が不明な土地であった。今回

の確認調査では新たに煉瓦構造物（第1号煉瓦構

造物） 1基、 コンクリート構造物1基、地下式遺

構2基、溝状遺構2基が検出された（第5図)。

第1号煉瓦構造物は上部構造が撤去され、地下

の基礎部分だけが遣存していたもので、先行して

行われた土木工事による積士整地層を掘り込んだ

方形竪穴と竪穴内に構築された煉瓦積、および排

水管・連結土管などの附帯施設から構成されてい

た（第6図)。

掘り方の平面形は一辺約5.40mのほぼ正方形に

近い形状で、底面に煉瓦積を乗せるコンクリート

基礎が作られ、その上にモルタルが厚さ4cmlZ

ど塗られた後、約5.00×4.50mの規模で煉瓦が積

み上げられている。煉瓦組積法は出隅部に七五煉

瓦を用いたイギリス積（狭義のオランダ積）で、

使用された煉瓦は東京小菅集治監製であった（写

真4－1～4）。

煉瓦構造物を構成する煉瓦壁は6枚半積みで積

まれ、中央にl.87×l.40mほどの長方形を呈する

凹部施設が存在する。凹部施設の底面はモルタル

敷きで、西壁と東壁に接して煉瓦1列3段が積ま

れ、南北壁には対称的な位置に各々2個のほぞ穴

がうがたれていたことから、何らかの附帯物が設

置されて機能した施設と考えられた。また、東壁

には底面に接して土管を連結させた排水管が存在

し、南壁中には底面から34cmほどの位置に連結土

管が埋設されていた。

第1号煉瓦構造物については、報告書作成時に

は同規模で類似した基礎構造をもつ北九州市手向

山砲台の探照灯台座跡などの類例から、また、猿

島砲台内での立地条件から、探照灯（電燈所）の

下部構造を検出したものと推定していたが、その

第1号．

第

曾
第3号

構

画
第2号煉瓦構造物

破線は地下施設

0 10m

A地点遺構配置図

｢一’
’ I
l l
L」

第5図
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第6図第1号煉瓦構造物実測図
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後、防衛庁防衛研究所蔵の海軍省公文備考付図の

「東京湾防御猿島砲台之図」において手向山例と

近似した上部構造をもつ電燈所であることが確認

された（注)。

第2号煉瓦構造物はA地点の南西端に位置し、

第1号煉瓦構造物の西方約10.8mに存在してい

る。幅0,96×長さ2． 12mの長方形の施設で、上面

に径0.4mの円形縦坑2ケ所が存在し地下に延び

ている。ほぼ全面にモルタルが塗られているため、

煉瓦組積法の詳細は不明だが、モルタルが剥離し

ていた南端の出隅部では七五煉瓦が用いられてい

た。

第1号煉瓦構造物に付設されていた一尺土管を

使用した連結管は地下で西方向に延び、その延長

上に第2号煉瓦構造物が存在している。 このふた

つの煉瓦構造物は土管によって連結されているこ

とから､有機的な関係をもった構造物と考えられ、

第1号煉瓦構造物と同時期の工事によって構築さ

れたと考えられる。

第3号煉瓦構造物は幅1.05×長さ2.20m以上の

規模で、A地点西側の斜面に位置している。上面

に方形縦坑4ケ所が存在し、地下に延びているこ

とから、 ｜､ンネル内の地下施設と関連するものと

考えられる。煉瓦組積法は、 イギリス積ないしは

オランダ積である。

第4号煉瓦構造物は幅0.86m×長さ4.07mの長

方形煉瓦壁と接して存在する0.68×0. 78mの方形

煉瓦壁によって構成されている。 ともに、煉瓦組

積法は出隅部の処理に七五煉瓦を使用したイギリ

ス積（狭義のオランダ積）である。長方形煉瓦壁

の東側に第1号コンクリート構造物が存在する

が、その壁は長方形煉瓦壁東壁に平行して構築さ

れており、深さ0.82m以上を測る。

「東京湾防御猿島砲台之図」には、電燈所から

20mほど北側に司令所と記載された円形の構造物

が存在し、第1号コンクリート構造物の位置とほ

ぽ一致することから、第1号コンクリート構造物

はその基礎で、第4号煉瓦構造物はそれに附帯す

る施設の可能性が高い。同図では電燈所と司令所

は通路で連結していること、 また、第1号煉瓦構

造物と第4号煉瓦構造物のほぼ中央の西側斜面に

は地下施設からの出入口が存在することから、A

地点に構築された煉瓦構造物群は相互に有機的な

関係をもった施設群で、かつ地下施設とも連絡す

る性格をもっていたと考えられる。

これらA地点の煉瓦構造物に対し、燧道内の地

下施設は東洋組西尾分局製煉瓦（写真4 5）が

使用され、煉瓦組積法はフランス積である。切通

しなどに存在する兵舎・弾薬庫もフランス積で、

煉瓦の色調や胎土から東洋組西尾分局製煉瓦の可

能性が高い。猿島砲台の煉瓦構造物は東洋組西尾

分局製煉瓦を使用し、 フランス積の煉瓦組積法を

採用した施設群と小菅製煉瓦を使用し、イギリス

積（狭義のオランダ積）の煉瓦組積法を採用した

施設群が存在することが確認された。前者は主と

して明治17 (1884)年に竣工した砲台の主要施設

にみられ、後者はA地点の煉瓦構造物など、それ

以降に増築された補助施設に見られる。

灘
単弁桜花章a種

単弁桜花章b種

複弁桜花章a種

複弁桜花章b種

東洋組西尾分局士族就産所

●
■
。
■
■

１
入
２
３
４
５

写真4猿島砲台出土煉瓦の刻印
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6．砲台築造にかかわる土木工事跡

A･C地点では共通の工法にもとづく積土整地

層が検出されたが、その工法は20～30cmほどの厚

さで積土し、地固めを行う作業をl工程とし、そ

の上面に薄く砂を敷き、次の積士・地固めを繰り

返すものである。最初の工程は第三紀層ないしは

ローム層上に行われ、整地に使用される土はロー

ム土に限られ、表層堆積物である腐食土や縄文時

代の包含層はまったく含まれない。 この積土整地

層が基盤となって、煉瓦構造物などの遺構が構築

されていることから、A・C地点の整地が建造物

の構築以前に行われた砲台建設初期の土木工事で

あることを示している。

C地点に設定したトレンチは、第2砲台の胸塔

中央の南北方向と横堵中央に位置している （第4

図)。 したがって、検出された積士整地層は第2

砲台の胸塙と横堵を構築したものである。積土整

地層下からは大輪戸台場へ至る切通しの道路面と

考えられる硬化面とその直下に敷石遺構が検出さ

れた（写真5）。敷石遺構は、 トレンチ北側で長

さ18.4mにわたって28列確認されたが、 トレンチ

南側の敷石列が欠落する周辺で、敷石が抜き取ら

れ、積土整地層が埋めている部分が確認された。

このことは砲台築造にともなう土木工事が大輪戸

台場面を大きく改変することなく、敷石遺構の存

在する部分までを埋め、台場を外れた標高の高か

った南側の土地では表層堆積物を除士して行われ

たことを示していると考えられる。

7． さいごに

A･C地点では砲台築造にかかわる土木工事跡

が検出されたが、 これらは兵舎・弾薬庫などの造

営物構築以前に行われた切通し開削などと一連の

砲台築造初期の土木工事で、その導線には猿島台

場築造で改変された人工地形が利用されていたこ

とが確認された。また、A地点では煉瓦構造物な

どが検出され、詳細の不明であったこの土地の砲

台内での機能が判明したことによって、猿島砲台

の全体像をより明確にすることができた。

国立公文書館蔵「相模国猿島砲台配置之図」 （第

3図）と「東京湾防御猿島砲台之図」はそれぞれ、

砲台築造以前の地形、陸軍の洋式砲台としての最

終的な構造が知られる史料である。 この2史料の

存在によって現存遺構、検出遺構の性格などが明

確になったが、いずれも整理作業中、あるいは報

告耆刊行後の発見であった。本来、砲台跡に限ら

ず近代遺跡の発掘調査は、 このような文献の事前

調査を行い、効果的な位置に調査坑を設定すべき

で、 また、煉瓦、モルタル、碍子などの工業生産

物が出土し、その情報の多様性が想定されること

から、 自然科学的、産業考古学的分析などを視野

にいれた試料採取、調査体制が必要と思われる。

(注）防衛庁防衛研究所原剛氏のご教示による。

文献

野内秀明他2002 「猿島遺跡群」 『横須賀市埋蔵文化

財調査報告書第9集」横須賀市教育委員会
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稲荷木遣跡

－縄文時代中期末葉の柄鏡（敷石）住居跡一

天野賢一

秦野市戸川1053-1番地先他

（財）かながわ考古学財団

天野賢一・井関文明

農道整備事業に伴う調査

2001年4月3日～6月18日

745.8㎡

所在地

調査機関

調査担当

調査目的

調査期間

調査面積

第1図遺跡位置図

内式) 31点が出土している。いずれも散漫な分布

ではあるが、出土層位は、早期土器は基本層序の

第Ⅷ層、前期末葉土器は第Ⅶ層、後期土器は第Ⅵ

層である。

1 ．調査概要

事業は、湘南地区農政事務所による秦野農免農

道整備事業に伴う発掘調査として実施された。遺

跡は、秦野市北西部の丹沢山地裾部で、水無川左

岸の標高240m付近にあたる丘陵上に位置する。

調査区は、水無川と直行するよう幅8m、長さ約

200mにわたって設定され、遺跡に細長いトレン

チを入れるような形となった。

3．敷石住居跡

住居跡は、中期末葉の柄鏡形（敷石）住居跡な

どと呼称されるもので、ほぼ完掘に近い状況で調

査を実施できた。遣存状況は、後世のピットの影

響を受けている部分と、地割れなどの影響で若干

床面の敷石が動いている状況が認められた。

礫の分布を見ると、主体部の炉南西部について

は、敷石が遣存していない部分が認められるが、

主体部の外縁にあたる縁石と張出部の敷石の遣存

状況は良好な状態であった。また張出部の東側に

は床面とほぼ同一のレベルで敷石が広がっている

状況が認められる。張出部の西側にかけても東側

2．縄文時代の調査

今回の調査では、縄文時代の住居跡1基・集石

3基・士坑2基・ピット34基が発見されている。

出土遺物は、縄文時代少量であるが各時期のも

のが認められ、早期中葉沈線文系土器（田戸下層

式） 5点、押型文系土器1点、前期末葉土器（十

三菩提式) 12点、中期初頭土器（五領ケ台式) 6

点、中期中葉士器（勝坂式） 28点、中期後半土器

（加曽利E式・曽利式) 190点、後期土器（堀之
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第2図調査区全体図（1/1200）

と同様小数であるが敷石の広がりが認められ、共

に縁石と同方向に沿っているように見受けられ

る。

敷石に用いられた礫の特徴を見ると、第1号住

居跡出土礫の総数は、 877点(2,337kg)である。

覆土及び掘り方出土のものを除く敷石面の礫460

点(2,239kg)について見ると、被熱を受け、顕

著に赤褐色化しているものは106点(794kg)で、

構成礫の点数比で約23％（重量比35％）を占めて

いる。被熱礫の分布を見ると炉石・床面・縁石・

張出部・張出部外側の礫などそれぞれの場所に認

められ、特定の場所に偏在する傾向は認められな

い。

礫の石材は、凝灰岩が点数比で85％を占め主体

となっているが、板状に節理面で害llれる根府川石

などと呼称される安山岩は、炉の北側に多く分布

する傾向が認められる。

遺物の出土状況は、住居床面直上のものが主体

であるが、比較的良好な遺存状態であった深鉢形

士器は、住居主体部の東外側に多く分布する傾向

が見られる。石棒は欠損品であるが、炉南西部に

あたる敷居面の隙間に設置されるよう斜方向に横

倒した状態で出土している。

4．まとめ

住居跡の帰属時期は、加曽利EⅣ式土器と曽利

式土器が認められ、共伴関係を把握するうえでの

良好な事例を事例を得ることができた。

文献

天野賢一・井関文明 2002 「稲荷木遣跡」 『かなが

わ考古学財団調査報告127｣ (財）かながわ考古学財団
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